
次

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
「
平
成
２‐
年
度
決
算
」
発
表

お
知
ら
せ

。
第
”
回
四
国
地
方
本
部
総
会
開
催

支
部
だ
よ
り

第
１０
回
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
表
彰

（愛
媛
）

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
総
務
大
臣
賞
受
賞

（香
川
）

。
親
睦
バ
ス
旅
行

【古
都

。
京
都
の
旅
】

（高
知
）

サ
ー
ク
ル
紹
介

「香
川
囲
碁
同
好
会
」

「縁
台
ク
ラ
ブ

（徳
島
と

ド
キ

ュ
メ
ン
ト

・
陶
芸
三
昧

「楽
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
安
芸
Ｏ
Ｂ

私

は

今

。

「会
員
の
み
な
さ
ん
の
近
況
」

健
康
の
ベ
ー
ジ

・
創
傷
処
置
の
常
識

Ｍ

。
Ｍ

（マ
ル
チ
メ
デ

。
パ
ソ
コ
ン
は
私
の

テ
ル
ウ

エ
ル
だ
よ
り

。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

。
平
成
２２
年
度
介
護

地
球
環
境
問
題
の
取
り

非
常
識

ナ

ー
ア
松
山
第
６
回
総
会
開
催

ご
案
内

。
チ
ャ
レ
ン
ジ
２５
ア
ク
シ
ヨ
ン

俳
　
句（高

知
）

物
故
者
叙
勲
／
敬
弔

表
紙
の
言
葉

≪ 高知県安芸市 「 野良時計 」 (撮影) 曽我 純司さん ≫

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ィ
ア
）
コ
ー

生
活
必
須
道

ぶ坐
フ
ン
テ
ィ

予
防
教
室
の

組
み

旦
（

11９

″18121
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第 151号 友電国四
△
本 平 成 22年 7月

☆
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
「平
成
２‐
年
度
決
算
」
発
表

巳
雌
韓独
脚機
鷺
ざ∃

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
は
５
月
１４
日
、
平
成
２‐
年
度

（第

Ｈ
期
）
の
決
算
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
２‐
年
度
に
お
け
る
経
済
は
、
輸
出
の
増
加
や

経
済
対
策
効
果
に
よ
る
個
人
消
費
を
中
心
に
持
ち
直

し
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
失
業
率
が
高
水
準

で
推
移
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

情
報
通
信
分
野
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｐ
化

。
ブ

ロ
ー

ド
バ
ン
ド
化
の
進
展
に
伴
う
ネ

ッ
ト
利
用
の
普
及
に

加
え
、
通
信
と
放
送
、
固
定
と
移
動
の
融
合
や
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
等

に
よ
リ
ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ク
な
構
造
変
化
が
進
展
し
て
い

ま
す
。

ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
い
て
は
、

光
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
で
の
設
備
競
争
及
び
サ
ー
ビ

ス
競
争
の
進
展
に
加
え
、
映
像
配
信
も
含
め
た
ト
リ

プ
ル
プ
レ
イ

（電
話
、
通
信
、
放
送
の
３
サ
ー
ビ
ス

を
同
時
に
行
う
こ
と
）
提
供
の
拡
大
、
Ｐ
Ｃ
以
外
の

情
報
機
器
等
を
活
用
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
登
場

な
ど
市
場
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
電
話
市
場
に
お
い
て
も
既
存
固
定
電
話
か

ら
光
Ｉ
Ｐ
電
話

へ
の
移
行
に
加
え
、
他
事
業
者
に
よ

る
ド
ラ
イ
カ
ッ
パ
回
線

（電
話
回
線
網
を
構
成
す
る

メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
加
入
者
回
線
の
未
使
用
の
回
線
）

を
利
用
し
た
直
収
電
話
サ
ー
ビ
ス
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業

者
に
よ
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
と
の
競
争
が
続
い
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
厳
し
く
か
つ
激
変
す
る
事
業
環
境
の

も
と
、
お
客
様
の
ご
期
待
に
沿
い
真
に
世
の
中
の
役

に
立
て
る

「お
客
様
志
向
の
企
業
グ
ル
ー
プ
」
と
し

て
、
良
質
か
つ
安
定
的
な

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
提
供

・
維
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ

（次

世
代
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
）
の
構
築
と
そ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

・
商
品
提
供
を
通

じ
て
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
安
心

。
安
全
で

信
頼
性
の
高
い
魅
力
的
な
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ

ス
の
普
及

。
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
営
業
収
益
は
１
兆
７
８
０
８
億
円
（前

年
同
期
比
２

・
４
％
減
）
経
常
利
益
は
３
０
３
億
円

（前
年
同
期
比
５５

・
４
％
増
）
当
期
純
利
益
は
２
４

８
億
円

（前
年
同
期
比
６０

。
９
％
増
）
と
な
り
ま
し

た
。収

入
の
状
況
と
し
て
は
、
フ
レ
ツ
ツ
光
の
契
約
数

が
平
成
２‐
年
度
末
に
は
５
７
２
万
回
線
に
到
達
し
、

ま
た
、
光
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｕ

（
１
契
約
あ
た
り
の
月
間
平
均

収
入
）
も
前
年
か
ら
１
６
０
円
上
昇
し
た
こ
と
に
よ

り
、
Ｉ
Ｐ
系
収
入
は
対
前
年
６
５
１
億
円
増
の
５
２

２
５
億
円
ま
で
に
拡
大
す
る
な
ど
着
実
に
増
加
し
て

き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
収
入
は
大
幅
な
減
収
が

続
い
て
お
り
、
固
定
電
話
契
約
数
の
減
少
等
に
よ
り
、

前
年
度
実
績
か
ら
１
１
２
９
億
円
減
少
し
、
依
然
、

Ｉ
Ｐ
系
サ
ー
ビ
ス
の
収
入
の
伸
び
で
既
存
サ
ー
ビ
ス

の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
至

っ
て
お
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
附
帯
事
業
収
入
に
つ
い
て
は
、
リ
モ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
数
の
増
加

（
５０
万
契
約

増
）
年
度
末
商
戦
に
お
い
て
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
や

情
報
機
器
販
売
の
持
ち
直
し
に
伴
い
平
成
２０
年
度
で

は
減
収
で
あ

っ
た
附
帯
事
業
収
入
が
４
３
億
円
の
増

収
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
ヽ

こ
の
結
果
、
営
業
収
益
ト
ー
タ
ル
で
は
平
成
２０
年

度
の
対
前
年
減
収
額
７
６
９
億
円
に
対
し
て
、
平
成

２‐
年
度
の
減
収
額
は
大
幅
に
縮
小
し
４
３
４
億
円
の

減
収
と
な
り
ま
し
た
。

費
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
度
に
実
施
し
た
大

規
模
な
拠
点
集
約
や
１
１
６
受
付
時
間
の
見
直
し
な

ど
に
よ
る
効
果
に
加
え
、
工
事
日
即
決
化
の
推
進
に

よ
る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
効
率
化
、
工
程
精
査
に
よ
る

工
事
関
連
経
費
の
削
減
な
ど
に
注
力
し
た
結
果
、
対

前
年
４
６
３
億
円
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
減
価
償
却
費
及
び
固
定
資
産
除
去
費
等
は

設
備
投
資
の
効
率
化
、
土
木
設
備
償
却
方
法
等
に
よ

り
１
８
９
億
円
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
営
業
費
用
ト
ー
タ
ル
で
は
人
件
費
の

増
分

（
１
１
１
億
円
）
を
吸
収
し
て
、
対
前
年
５
４

２
億
円
減
の
大
幅
な

コ
ス
ト
削
減
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

営
業
利
益
は
、
平
成
％
年
度
に
減
益
に
転
じ
て
以

来
、
平
成
２０
年
度
ま
で
５
期
連
続
で
減
益
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
２‐
年
度
は
減
収
額
を
上
回
る
徹

底
し
た

コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、
前

年
実
績
を
上
回
る
営
業
利
益
を
確
保
し
６
期
ぶ
り
の

増
益
転
換
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
２２
年
も
厳
し
い
経
済
情
勢
は
続
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
既
存
系
サ
ー
ビ
ス
収
入
の
落
ち
込
み

を
Ｉ
Ｐ
系
サ
ー
ビ
ス
収
入
の
増
で
ま
か
な
い
切
れ
な

い
収
益
構
造
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
フ
レ
ッ
ツ
光

契
約
数
の
拡
大
や
固
定
電
話
減
少
数
の
縮
小
に
伴

っ
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て
、
減
収
額
は
年
々
着
実
に
縮
小
し
て
き
て
お
り
、

引
き
続
き
　
①
Ｐ
Ｃ
未
利
用
層

へ
の
需
要
喚
起
や
解

約
抑
止
策
の
徹
底
に
よ
る
光
の
普
及
拡
大
　
②
映
像

サ
ー
ビ
ス
や
リ
モ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
ひ
か

り
電
話
Ａ

（
エ
ー
ス
）
な
ど
の
装
着
率
向
上
に
よ
る

Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｕ
の
拡
大
　
③
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
「
プ
ト

ー
タ
ル
で
の
収
益
確
保
に
向
け
た
Ｉ
Ｐ
系
サ
ー
ビ
ス

収
入
の
拡
大
等
、
新
た
な
収
益
源
の
創
出
を
加
速
し
、

早
期
に
増
収

へ
の
転
換
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
販
売

コ
ス
ト
面
で
は
、
直
営
に
よ
る
マ
ス

ユ
ー
ザ
ー
向
け
外
販
営
業
を
段
階
的
に
廃
止
す
る
と

と
も
に
、
受
付

コ
ス
ト
の
効
率
化
な
ど
の

「販
売
チ

ャ
ネ
ル
の
抜
本
的
な
見
直
し
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

設
備

コ
ス
ト
面
で
は
、
引
き
続
き

「
フ
レ
ッ
ツ
光

の
宅
内
工
事
無
派
遣
化
の
適
用
拡
大
」
「
フ
レ
ツ
ツ

光
の
お
申
し
込
み
時
に
お
け
る
工
事
日
即
決
の

一
層

の
推
進
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

減
収
が
継
続
し
て
い
る
中
で
黒
字
を
確
保
す
る
に

は
コ
ス
ト

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

財
務
体
質
の

一
層
の
強
化
と
平
成
２３
年
度
の
光
収
支

黒
字
化
達
成
に
む
け
引
き
続
き
徹
底
的
な

コ
ス
ト

コ

ン
ト

ロ
ト
ル
を
行
い
、
営
業
利
益
２
５
０
億
円
、
経

常
利
益
３
７
０
億
円
の

「
２
期
連
続
の
増
益
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
、
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通

じ
て
地
球
環
境
に
優
し
く
、
社
会
の
健
全
で
持
続
的

な
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
企
業
の
社
会
的
責

任
と
捉
え

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
憲
章
」
を
基

本
に
、
個
人
情
報
保
護
の
徹
底
を
は
じ
め
と
し
た
法

令
等
の
遵
守
は
も
と
よ
り
、
安
心

・
安
全
な
通
信
イ

ン
フ
ラ
の
提
供
に
よ
る
信
頼
の
維
持

・
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
た
社
会

瑕
餘
緻
隕
瑕

全
体
の
環
境
付
加
低
減

へ
の
貢
献
、
自
ら
の
事
業
活
動

に
伴

っ
て
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
な
ど
環
境
活

動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
四
国
電
友
会
会
員
の
皆

様
の
更
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

|

平成 21年度 (第 11期 )決算概要

(H21 4 1～ H22 3 31)

西 日本電信電話株式会社

躍

理
型
靭
駆
ｌ

電
友
会
四
同
地
方
本
部
は
四
月
二
十

一
日
、
松
山

市
の
ビ

ュ
ア
フ
ル
松
山
勤
労
会
館
に
お
い
て
各
県
支

部
代
議
員

（四
十
七
名
）
が
参
加
し
、
第
二
十
九
回

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
ｃ

総
会
は
、
冒
頭
、
物
故
会
員
に
対
す
る
黙
祷
を
行

い
、
栗
日
本
部
長
の
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
電
友
会
本 ≪ 第39回 電友会四国地方本部総会の模様 ≫

H21年度 H20自ユI支 増 減 増減率
H21

業績予想
増 減

営 業 収 益 17,808 18,243 △434 △ 2 4% 17,680 +128

営 業 費 用 17,623 18,165 △542 △ 3 00/o 17,600 +23

営 業 利 益 184 +¬ 07 十可37,9% +104

経 常 利 益 303 +108 +55,4% 200 +103

当期純利益 248 154 +94 +60,9% +108

設 備 投 資 3,911 3,782 +129 +3 4% 4,050 △ 138

―-3-

' ,.,:,1:l;ag&l

r:.r:

銚



△
ム 平 成 22年 7月友一

嘔国第 151号
部
林
副
会
長
の
祝
辞
の
あ
と
「第
十
九
回
電
友
会
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
賞
」
受
賞
者

（徳
島
県
支
部

。
日

下
佳
季
さ
ん
、
一両
知
県
支
部

。
安
養
寺
宏
子
さ
ん
）
、

及
び

「第

一
〇
回
長
期
継
続
団
体
賞
」
受
賞
団
体

（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
安
芸
Ｏ
Ｂ
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ
）
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
総
会
の
議
長
に
香
川
県
支
部
の
二
川
代

議
員
を
選
出
し
、
平
成
二
十

一
年
度
事
業
報
告
、
同

収
支
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

。

引
き
続
き
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
及
び
同
収

支
予
算
計
画
が
審
議
さ
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

☆
　
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画

現
在
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
世
界

的
な
不
況
か
ら
の
回
復
が
不
透
明
な
中
、
サ
ー
ビ
ス

の
融
合
に
よ
る
市
場
の
多
様
化
、
事
業
者
問
競
争
の

熾
烈
化
な
ど
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は

「光
の
普
及
」
と

「黒
字
の
確
保
」
の
二
人
目
標
を

堅
持
し
つ
つ
、
フ
レ
ッ
ツ
光
等
Ｉ
Ｐ
商
品
の
拡
販
や

コ
ス
ト

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
徹
底
、
高
品
質
次
世
代
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｎ
Ｇ
Ｎ
）
の
積
極
的
な
導
入
に
取
り

組
む
ほ
か
、
企
業
の
社
会
的
責
任
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
等

環
境
経
営
の
推
進
に
も
全
力
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
＾

一
方
、
電
友
会
と
し
て
も
昨
年
、
本
部
創
設
２０
日
¨

年
の
節
目
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
を
支
援
す
る
施
策

の
推
進
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
に
対
す
る
支
援

。
協
力
等
に

つ
い
て
さ
ら
に
取
り
組
み
を
充
実

。
強
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
諸
情
勢
を
ふ
ま
え
、
四
国
電
友
会

の
平

成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
に

つ
い
て
は

次
の
諸
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

１
　
会
員
の
心
豊
か
な
生
活
と
生
き
甲
斐
を
支
援

す
る
施
策
等
の
推
進

会
員
の
心
豊
か
な
生
活
と
生
き
甲
斐
を
支
援
す

る
観
点
か
ら
次
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

１１１

ム
ム
員
や
グ

ル
ー
プ

の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を

支
援
し
、
そ
の
活
動
状
況
等
を
顕
彰

・
紹
介
す

フ（フ
．

口
一一
会
員
相
互
の
連
携
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、

文
化
活
動
を
支
援
し
、
そ
の
推
進
及
び
活
性
化

を
図
る
。

一‐３‐

△
ム
員
相
互
の
交
流

・
親
睦
を
日
的
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会

の
会
員
拡
大
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
会
報
の
充
実
等
に
努
め
る
ｃ

一‐４‐

地
球
温
暖
化
防
止

。
Ｃ
０
２
排
出
削
減
施
策

（チ
ヤ
レ
ン
ジ
２５
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
）
を
推
進
す
る
。

‐・‐口

年
金
、
介
護
保
険
問
題
等
に

つ
い
て
会
報
等

で
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
提
供
す
る
こ

‐６‐
一
団
体
割
引
の
有
利
性
を
活
か
せ
る
電
友
会
会

員
向
け
の
保
険

↑
目
動
車

・
団
体
傷
害

。
が
ん

保
険
等
）
に

つ
い
て
会
員
に
対
し
積
極
的
に
周

知

・
勧
奨
す
る
．́

２

　

Ｎ

Ｔ

Ｔ

及

び

Ｎ

Ｔ

Ｔ

グ

ル

ー

プ

に

対

す

る

支

援

ロ

協
力Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
次

の
更
援

。
協
力
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

）

Ｏ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
商
品
販
売
、
イ
ベ
ン
ト

等
各
種
販
売
施
策
を
積
極
的
に
支
援

・
協
力
す

ブ（υ
。

Ｄ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
推
進
す
る
Ｉ
Ｔ
普
及
に
協
力
す
る

た
め
、
。ハ
ソ
コ
ン
教
室
等
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、

指
導
者
の
確
保

・
育
成
に
努
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
者
の
底
辺
拡
大
に
寄
与
す
る
。

Ｏ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
推
進
す
る

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動

（企
業

の
社
会
的
責
任
と

を
支
援

・
協
力

す
る
た
め
、
事
前

の
連
携
を
密
に
す
る
ど
と
も

に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
施
策

へ
の
参
加
を
促
進
す
る
。

０

〈
ム
員
の
地
域
社
会
貢
献
活
動
状
況
を
把
握
し
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
に
活
用
す
る
。

３
　
電
友
会
組
織
の
活
性
化
と
会
員
拡
大

電
友
会
組
織

の
拡
充

。
強
化
を
図
る
た
め
、
次

の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

田

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ

の
退
職
者
説
明
会
で
の
入

会
勧
奨
を
推
進
し
、
事
後

フ
オ
ロ
ー
を
強
化
す

フ（υ
。

Ｏ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
会
社
と
の
連
携
を
深
め
、

退
職
者

へ
の
入
会
勧
奨
を
強
化
す
る
。

０

未
加
入
者

の
入
会
勧
奨
に

つ
い
て
、
全
役
員

・
会
員
に
よ
る

”
日
常
的
呼
び
か
け

“
を
行

う
と
と
も
に
、
女
性
会
員

の
増
と
活
動
活
性
化

の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
。

０

△
ム
報
等

の

「
手
配
り
」

の
拡
大
を
図
り
、
会

員
相
互
の
親
睦

。
交
流
及
び
連
携
の
強
化
を
図

ブ

０

。

同

地
域
に
お
け
る
交
流
会

の
促
進

・
活
性
化
を

支
援
す
る
。
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(単 位 :千 円 )

四国電友会平成 22年 度収支予算書 (一 般会計 )

(注 ) ○  特別基金 (特別会計 )繰越金 2,146千円

(収入の部 )

☆
　
第
十
回
愛
媛
ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
活
動
表
彰

＝
泉
原
猛
さ
ん
が
受
賞
＝

　

（愛
媛
）

平
成

２２
年
度
第

４９
回
愛
媛
電
友
会
総
会
に
お
い

て
、
泉
原
猛
さ
ん

（松
山
市
）
が
第
十
回
愛
媛
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
活
動
賞
の
個
人
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

泉
原
さ
ん
は
中
西
悟
堂
（日
本
野
鳥
の
会
創
始
者
）

尾
崎
喜
人

（自
然
を
愛
し
た
詩
人
）
な
ど
先
人
の
影

響
を
受
け
て
、
昭
和
４２
年
に

「
日
本
野
鳥
の
会
」
翌

年
に
は

「
日
本
自
然
保
護
協
会
」
に
入
会
し
て
以
来
、

永
年
に
わ
た
り
自
然
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
環
境
省
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
県
環
境

マ
ス
タ
ー
、
一巾
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
、
自
然
観
察
指
導
員
、

日
本
野
鳥
の
会
愛
媛
県
支
部
事
務
局
長

・
顧
問
な
ど

を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、
自
然
観
察
会
（
探
鳥
会
、

各
種
講
演
会
な
ど
を
精
力
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小

。
中

。
高
校
で
の
総
合
学
習
時
間
な
ど

を
活
用
し
て
、
自
然
環
境
保
護
思
想
の
啓
蒙
と
実
技

指
導
な
ど
も
行

っ
て
お
り
、
そ
の
功
績
は
行
政

（国
、

県
、
市
等
）
報
道
機
関
、
教
育
関
係
者
な
ど
多
方
面

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

科 目 金  額 記 事

前 期 繰 越 金 ０，
″

一ｂ

会 費 収 入 ４つ
υ

∩
υ 支部から

分 担 金 収 入 640 NTTから (総会費、会報費、名簿費の一部 )

配 付 金 収 入 6,839 本部から (人件費、運営補助費、中央会議費 )

総 会 収 入 60 祝 い金

広 告 収 入 200 会員名簿 ・会報への広告掲載料

利 息 収 入

そ の 他 収 入 950 保険周知宣伝協力費、公職等就任状況調査費

仮 受 金 42

合 計 10,185

の

科 目 金  額 記 事

事 業 費 950 会報発行費、名簿発行費、慶弔費

会 議 費 2,000
総会費、本部理事会、本部評議員会、 事務局長会議(

地本理事会、編集委員会等

事 務 費 5,202
人件費、用品費、通信費、コピー機借料、

データーベース整備 等

会 費 等 支 出 1,267 支部へ (運営補助費 )

そ の 他 支 出 360 支部へ (保険周知宣伝協力費 )等

支 出 計 9,779

予 備 費

次 期 繰 越 金 364

仮 受 金 繰 越 42

合 計 10,185
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☆
　
第
１４
回
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞

総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
て

岩
崎
　
正
朔

（丸
亀
市
）

電
友
会

の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
一
）
の
た
び
「防

災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
に
お
い
て
、
最
高
賞
で
あ
る

総
務
大
臣
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
平
成
７
年
の
阪
袖

啄
路
大
震
災
を

受
け
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
災
に
取
り
組
む
こ
と
の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
こ
の
災
禍
を
貴
重
な
教
訓
と

し
て
、
地
方
自
治
体
、
防
災
関
係
機
関
、
一巾
民
組
織
、

企
業
等
地
域
に
お
け
る
幅
広
い
防
災

へ
の
取
組
や
工

夫

・
ア
イ
デ
イ
ア
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
も
の
を
表

彰
し
、
他
の
地
域
に
広
く
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
８
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

第
１４
回
を
む
か
え
た
平
成
２‐
年
度
に
は
全
国
か
ら

各
都
道
府
県
の
推
薦
を
受
け
た
１
２
１
事
例
の
応
募

が
あ
り
、
予
選
を
通
過
し
た
４０
団
体
の
事
例
を

「学

識
経
験
者
」
「関
係
団
体
」

「関
係
行
政
機
関
」
か

ら
選
出
さ
れ
た
１２
名
の
委
員
で
構
成
す
る
大
賞
選
定

委
員
会
に
よ

っ
て
、
約
二
ヶ
月
間
審
査
を
行
い
、

１０

項
目
に
よ
る
評
価
の
総
合
得
点
の
上
位
２
団
体
に

「総
務
大
臣
賞
」
が
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
私
た
ち

の
チ
ー
ム

「丸
亀
市
川
西
地
区
自
主
防
災
会
」
が
栄

え
あ
る
こ
の
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
４
～
５
年
、
防
災
活
動
に
明
け
暮
れ
て
お
り
、

家
の
中
の
仕
事
は

一
切
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
賞
を
い
た
だ
き
感

激
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
は
電
電
公
社
入
社
後
、
最
初
の
職
場

「室
戸
電

報
電
話
局
」
で
大
型
台
風
や

一
日
雨
量
８
８
０

皿
に

よ
る
大
規
模
土
砂
災
害
な
ど
を
体
験
し
た
の
が
、
今

日
の
防
災
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

っ
て
い
る
の
か

。
‥
と
思

つ
た
り
も
し
ま
す
。

当
分
の
間
は
、
各
地

へ
の
講
演
会
や
視
察
研
修
の

受
け
入
れ
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

，
Ｏ
Ｂ

の
名
を
汚
さ
な

思

つ
て
い
ま
す

な
お
、
こ
の
総
務
大
臣
賞
は
中
国
、
四
国
、
九
州

地
区
に
お
い
て
は
初
受
賞
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
　
親
睦
バ
ス
旅
行

⑤

新
緑
の
古
都
・京
都
の
雅
を
訪
ね
て

⑤

（高
知
）

高
知
電
友
会
で
は
、
す

っ
か
り
恒
例
と
な

っ
た
Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
と
合
同
で
の
親
睦
バ
ス
旅
行

（参
加
者
４４
名
）
を
５
月
２５
日
か
ら
二
泊
三
日
で
実

施
し
ま
し
た
。

古
都

。
京
都
の
雅
を
求
め
、　
一
般
の
ツ
ア
ー
旅
行

で
は
な
か
な
か
訪
れ
る
こ
と
の
少
な
い
、
と

つ
て
お

き
の
コ
ー
ス
を
回

つ
て
き
ま
し
た
。

≪総務大臣表彰の賞状と目録≫

≪京都・嵐 山にて参加者の皆さんで記念撮影≫

.1露 t'1騰 警:|:護 嘗■《,111.:1:=獲

1絆‐塀 ‐‐‐‐麒肇

≪原 口総務大臣から表彰を受ける岩崎さん (右 側)≫
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〔
一
日
目
〕

７
時
須
崎
出
発
↓
白
川
郷
、
福
島
県
大
内
宿
と
並

ぶ
、
日
本
三
大
か
や
ぶ
き
の
里
の
美
山
町
に
あ
る
「美

山
か
や
ぶ
き
の
里
北
村
」
を
散
策
↓

一
泊
目
は
戦
国

時
代

「明
智
光
秀
」
が
刀
傷
を
癒
し
に
訪
れ
た
と
言

わ
れ
る
、
京
都
の
奥
座
敷

「湯
の
花
温
泉
」
で
旅
の

疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

〔
二
日
目
〕

保
津
川
下
り
が
中
止
と
な
り
、
石
庭
で
有
名
な
「龍

安
寺
」
で
目
の
保
養
↓
嵐
山
で

一
服
↓
入
場
制
限
が

厳
し
い
、
苔
寺

（西
芳
寺
）
で
写
経
↓
年
中
鈴
虫
が

鳴
い
て
い
る
鈴
虫
寺

（妙
徳
山

‥
華
厳
寺
）
で
和
尚

の
鈴
虫
説
法
を
聞
く
↓
祇
園
散
策
の
拠
点

「京
都
タ

ワ
ー
ホ
テ
ル
」
泊

〔三
日
目
〕

牛
若
丸
と
の
ゆ
か
り
も
深
い
鞍
馬
の
火
祭
で
有
名

な
鞍
馬
寺

（鞍
馬
山
霊
宝
殿
）
で
軽
く
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
↓
京
の
奥
座
敷
、
川
床
料
理
で
有
名
な
貴
船
で
大

昼
食
↓

一
路
高
知

へ
。

今
回
の
旅
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「保
津
川
下
り
」

は
増
水
の
た
め
欠
航
と
な
り
、
皆
ガ

ツ
ク
リ
‥
で
し

た
が
、
残
念
で
昂
ぶ
る
気
持
は
、
苔
寺
で
の
般
若
心

経
の
写
経

（四
苦
人
苦
し
な
が
ら
）
で
心
を
静
め
、

最
終
日
の
貴
船
川
床
料
理
で
、
高
知
の
酒
文
化
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
て
う
さ
を
晴
ら
し
、
新
緑
と
雅
の
京

都
路
を
満
喫
し
た
三
日
間
の
旅
を
、
全
員
元
気
で
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

☆
　
「香
川
囲
碁
同
好
会
」

『
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
方
、
居
ま
せ
ん
か
』

村
上
　
安
正
　
（綾
川
町
）

『
ト
ビ
キ
リ
の
ま
じ
め
人
間
で
、
何
の
趣
味
も
持

た
な
い
ガ
チ
ガ
チ
の
仕
事
人
間
ほ
ど
老
人
性
認
知
症

に
な
り
や
す
く

「碁
が
好
き
」
と
か

「
い
つ
も
碁
を

楽
し
ん
で
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
人
は
、
な
か
な
か

認
知
症
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
』

『
た
だ
碁
を
知

っ
て
い
る
、
と
い
う
だ
け
で
は
駄

日
で
、
週
に
何
回
か
打

つ
て
、
「相
手
と
意
図
を
交

わ
す
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
」
ら
し
く
、
楽
し
ん
で

い
る
う
ち
に

「先
見
性
、
注
意
分
配
能
力
、
機
転
、

洞
察
力
」
な
ど
が
磨
か
れ
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
』

『
こ
れ
ま
で
に
、
若
い
頃
ち
よ
つ
と
だ
け
碁
を
打

つ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
何
人
も
の
患
者
さ
ん
に
、

囲
碁
に
よ
る
脳
リ

ハ
ビ
リ
を
や

つ
て
も
ら

つ
た
ん
で

す
が
、
全
員
見
事
に
甦
り
ま
し
た
』

『
囲
碁
を
知

っ
て
い
る
と
い
う
事
は

「知
的
財
産
」

を
も

つ
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。
使
わ
な
い
と
モ
ッ

タ
イ
ナ
イ
で
す
ヨ
』
と

（囲
碁
と
脳
の
働
き
）
に
金

子
医
博
が
、
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

我
が
電
友
会
に
も

「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
方
」
が
居
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
。

当
会
で
は
、
幸
い
に
し
て
、
こ
れ
を
読
ん
で
再
開

し
て
見
よ
う
カ
ナ
と
思
わ
れ
る
方
に
、
少
し
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
と

「
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
た
ま
も

（駐
車
場

は
あ
り
ま
せ
ん
）
に
お
い
て
、
９
月
か
ら
毎
週
月
曜

日
の
午
後
１
時
か
ら
初
級
者

。
中
級
者
の
た
め
の
勉

強
会
を
開
き
た
い
」
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

生
徒
は
勿
論
、
先
生
も
募
集
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
（応
募
は
事
務
局
ま
で
）

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
会
は

『
ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

た
ま
も
で

「毎
日
午
後
、
対
局
」
。
「偶
数
月
の
第

４
土
曜
日
の
午
後

（
１２
月
は
第
２
土
曜
）
に
定
例
囲

碁
大
会
」
。
丸
亀
局
付
属
棟
で

「毎
週
火
曜
日
の
午

後
、
対
局
」
等
を
実
施
し
て
親
睦
と
融
和
を
図

っ
て

お
り
ま
す
。
』
と
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（現
在
、
当
会
員
で
な
い
方
で
も
随
時
、
ご
参
加
下

さ
い
。
歓
迎
い
た
し
ま
す
）

≪OBサロンたまもでの会員の皆さんの対局風景≫
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嘔国四第 151号

☆

　

「
縁
台
ク
ラ
ブ

」

若
江
大
三
郎
　
（徳
島
市
）

戦
前

。
戦
後
の
昭
和
を
生
き
て
き
た
私
た
ち
の
娯

楽
の

一
つ
に
囲
碁

・
将
棋
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。電

電
公
社
時
代
の
職
場
で
は
、　
一
時
間
ほ
ど
の
短

い
昼
休
み
時
間
に
休
憩
室
で
、
碁
盤

・
将
棋
盤
を
囲

ん
で
対
局
を
繰
り
広
げ
て
い
た
光
景
が
、
今
で
は
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

当
時
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
ー
ク
ル
活
動
が

盛
ん
で
、
囲
碁
で
は
地
方
予
選
会
に
始
ま
り
続
い
て

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
永
年
住
み
慣
れ
た
職
場
を
定
年
退
職
し
、

さ
て
こ
れ
か
ら
と
思

っ
た
と
き
、
今
ま
で
培

っ
て
き

た
杵
束
の
中
で
、
囲
碁
や
将
棋

へ
の
思
い
が
動
か
さ

れ
ま
す
ｃ

今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
３２
年
前
、
昭
和
５３
年
９
月

に
、
電
電
徳
島
Ｏ
Ｂ

「縁
台
ク
ラ
ブ
」
が
Ｏ
Ｂ
の
サ

ー
ク
ル
と
し
て
結
成
さ
れ
発
足
し
ま
し
た
。

「縁
台
」
と
い
え
ば
、
そ
の
音
、
冬
の
ひ
な
た
ば

つ
こ
に
、
夏
の
夕
涼
み
と
三
々
五
々
、
仲
間
や
近
所

の
人
が
集
い
、
社
交
の
場
と
し
て
、
時
に
は
囲
碁

・

将
棋
を
楽
し
ん
で
い
た
日
本
古
来
の
風
物
詩
と
し
て

記
憶
に
残
る
優
雅
な
良
き
時
代
を
思
い
浮
か
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
Э

近
年
で
は
す

っ
か
り
そ
ん
な
姿
を
目
二
十
ろ
二
≧

は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
発
足
当
時
の
先
人
方
に
よ

っ
て

「縁
台
ク
ラ
ブ
」
と
命
名
さ
れ
た
と
聞
き
及
ん

で
い
ま
す
。

そ
の
頃
、
縁
台
ク
ラ
ブ
は
徳
島
電
信
電
話
会
館
で

囲
碁
大
会
や
例
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
館

が
閉
館
に
な

っ
た
後
は
、
空
い
て
い
る
宿
舎
が
利
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
円
碁
の
対
局
活
動
を
継
続
し

て
き
た
頃
が
あ
り
ま
し
た
．

そ
の
後
、
平
成
３
年
４
月
に

「
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
び
ざ

ん
」
が
退
職
者
の
交
流
施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
現
在

に
至

っ
て
い
ま
す
が
、
今
で
は
多
く
の
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

サ
ー
ク
ル
が
利
活
用
し
て
い
ま
す
。

縁
台
ク
ラ
ブ
は
現
在
、
毎
週
上
曜
日
の
１２
時
か
ら

‐７
時
ま
で
囲
碁
例
会
と
し
て
会
員
に
よ
る
自
由
対
局

を
開
催
し
、
お
互
い
に
研
鑽
し
な
が
ら

一
喜

一
憂
、

み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
ｃ

薇
一

囲
碁
大
会
は
年
４
回
、
新
春
大
会

（
１
月
）
、
春

季
大
会

（
４
月
）
、
夏
季
大
会

（
７
月
）
、
秋
季
大

会

（
１０
月
）
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
土
曜
日
の
１０
時
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。

大
会
に
は
賞
品
と
し
て
、
優
勝
、
準
優
勝
、
一
位
、

二
位
、
三
位
、
敢
闘
賞
、
ラ
ッ
キ
ー
賞
、
Ｂ
Ｂ
賞
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
行
方
は
、
そ
の
日
の
運
次

第
、
賞
品
が
当
た
ら
な
か
っ
た
方
に
は
、
参
加
賞
を

お
渡
し
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、　
一
人
四
戦
対
局
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
て
、
四
戦
全
勝
し
優
勝
す
れ
ば
縁
台
ク
ラ
ブ
規
約

に
よ
り
昇
段

。
昇
級
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
が
、
四
戦
全
勝
と
も
な
れ
ば
並
大
抵
の
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
力
の
程
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
余
程
ツ
キ
が
あ
る

か
ど
う
か
に
支
配
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

現
在
、
縁
台
ク
ラ
ブ
で
悩
み
の
種
は
、
会
員
数
の

減
少
で
す
。

発
足
当
初
以
降
、

３０
名
か
ら
４０
名
の
会
員
で
運
営

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
の
間
に
半
数
ほ
ど
の

‐５
名
に
な

っ
て
い
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
色

々
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
会
員
の

高
齢
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
か
ら

の
入
会
者
も
少
な
く
、
ま
た
、
最
近
の
趣
味
の
多
様

化
に
加
え
、
Ｉ
Ｔ
産
業
の
普
及
も
少
な
か
ら
ず
影
響

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
い
う
同
じ
職
場
の

一釜
の
飯
」
を
食

っ

た
も
の
同
上
が
趣
味
を
共
有
し
な
が
ら
、
第
二
の
人

生
を
楽
し
く
、
そ
し
て
元
気
で
、
友
好
と
親
睦
を
基

調
とヽ
し
、
Ｏ
Ｂ
Ｄ
多
く
の
方
々
が
参
加
で
き
る
サ
ー

●
ウ
で
■
―
た
い
と
念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

≪縁台クラブの囲碁例会で対局する会員のみなさん≫
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∬

陶
芸
三
昧

「楽
」

∬

菅
　
武
壽
さ
ん

（松
山
市
）

〓
　
作
陶
と
の
出
合
い

今
か
ら
二
十
年
前

「信
楽
の
里
」
に
会
社
の
レ
ク

で
訪
れ
、
窯
元
の
陶
芸
教
室
で
作
陶
の
チ
ャ
ン
ス
に

出
合

っ
た
。

こ
の
時
、
茶
碗
を
作
る
予
定
だ

つ
た
も
の
が
、
指

に
入
れ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
力
加
減
で
、
完
成
し
て
み

る
と
皿
に
な

っ
て
い
た
。

こ
の
ち
よ
っ
と
し
た
力
の
感
触
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

今
で
も
思
い
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
が
私
の
上
と
の
出
合
い
で
あ
る
。

〓
　
陶
芸
教
室
に
通
う

土
に
出
合

っ
て
か
ら
約
二
十
年
、
年
月
は
流
れ
、

ふ
と
新
間
を
見
て
い
る
と
、
陶
芸
体
験
入
学
の
募
集

の
記
事
が
目
に
入
っ
た
。

昔
体
験
し
た
ち
ょ
っ
と
し
た
力
加
減
で
茶
碗
に
も

皿
に
も
な
る
上
の
感
触
を
思
い
出
し
、
陶
芸
教
室
に

入
る
こ
と
に
し
た
。

陶
芸
教
室
に
通
う
こ
と
約
五
年
、
六
人
の
師
に
手

ほ
ど
き
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
、
後
半
の
約

一
年
半

は
先
生
宅
に
入
り
び
た
り
、
土
練
り
、　
ロ
ク
ロ
、
窯

炊
き
、
釉
薬
の
調
合
、
窯
の
出
し
入
れ
等
々
、　
一
人

で
や
ら
せ
て
貰
い
、
だ
ん
だ
ん
面
白
く
楽
し
く
な
り
、

ハ
マ
ッ
テ
シ
マ
イ

マ
シ
タ
。

自
分
で
作

っ
た
自
分
だ
け
の
ト
ッ
ク
リ
と
グ
イ
呑

み
で
ウ
～
イ
い
こ
り
や
う
ま
い
ノ

こ
の
頃

一
人
で
俺
の
人
生
こ
れ
で
行
く
か
Ｐ

「自

立
の
為
に
、
人
様
の
為
に
、
俺
は
楽
し
む
ぞ
ノ
」
な

ど
と
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

〓
　
自
立

へ
の
道

こ
り
や
面
白
う
て
楽
し
い
〃
　
自
分
で
や

っ
て
み

る
か

ｐ
　̈
そ
う
と
決
め
た
ら
、
陶
芸
小
屋
の
設
備
を

充
実
さ
せ
、
電
気
は
１
０
０
Ｖ
か
ら
２
０
０
Ｖ
に
変

え
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
も
継
ぎ
こ
み
、
窯
の
準
備
を
し

て
お
こ
う
。

ロ
ク
ロ
を
回
し
、
作
品
を
作
り
、
陰
干
し
と
日
向

干
し
を
し
、
窯
炊
き
の
始
ま
り
だ
。

三
、
四
日
後
作
品
が
割
れ
て
い
な
い
か
、
う
ま
く

焼
け
と
る
か
と
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
窯
出
し
を
す

ブ（υ
。と

こ
ろ
が
、
な
ん
と
初
窯
が
棚
板
二
枚
分
の
作
品

を
溶
け
す
ぎ
た
釉
で
ひ
っ
つ
け
て
し
ま
い
作
品
二
十

点
ほ
ど
を
パ
ー
に
し
て
し
ま

っ
た
。

ウ
～
ン
大
失
敗
〃
　
こ
ん
な
訳
で
、
そ
の
後
も
い

ろ
い
ろ
失
敗
の
連
続
。

土
練
り
、　
ロ
ク
ロ
、
釉
か
け
、
窯
炊
き
と
ど
の
工

程
も
皆
な
か
な
か
の
も
の
。

土
と
火
の
競
演
と
い
う
面
白
く
て
奥
の
深
い
代
物

に
四
苦
人
苦
。
で
も
失
敗
に
負
け
ず
、
メ
ン
バ
ー
の

皆
に
も
励
ま
さ
れ
、
繰
り
返
し
経
験
を
積
ん
で
い
く

う
ち
に
よ
り
楽
し
く
な
り
、
ヤ
メ
ラ
レ
ナ
ク
ナ
ツ
テ

し
ま
い
ま
し
た
。

「心
の
思
い
が
作
品
に
な
る
」
と
思
え
る
よ
う
に

な
り
、
自
信
も

つ
い
て
き
て
何
と
か
自
立
が
出
来
そ

う
に
な

っ
て
き
た
。

〓
　
腕
未
熟
な
れ
ど
、
縁
あ
っ
て
人
様
集
ま
る

夏
休
み
、
近
所
の
子
供
さ
ん
が
宿
題
で

「や
き
も

の
の
ル
ー
ツ
」
を
調
べ
て
い
る
の
だ
が
、
何
か
判
る

も
の
は
な

い
か
と
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
や

っ
て
来

た
。手

頃
な
本
が
あ

っ
た
の
で
貸
し
て
あ
げ
る
と
、
夏

休
み
明
け
に
コ
）
の
本
を
学
校
の
教
材
と
し
て
使
い
、

≪菅さんお気に入りの作品≫
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先
生
に
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
」
と
言

っ
て
返
し
に
来
た
。

お
母
さ
ん
と
来
て
い
た
子
供
は
タ
タ
ラ
の
皿
を
作

っ
て
楽
し
そ
う
に
帰

つ
て
い
つ
た
。

そ
の
後
、
ご
近
所
さ
ん
、
以
前
陶
芸
教
室
で

一
緒

だ

っ
た
方
や
、
近
く
の

「共
同
作
業
所
」
の
方
達
と

ご
縁
が
広
が
り
、
途
中
で

「も
う

一
杯
で
す
か
ら
」

と
お
断
り
せ
に
や
い
か
ん
よ
う
に
な

っ
て
嬉
し
い
悲

鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

あ
る
日
メ
ン
バ
ー
の

一
人
が
郵
便
ポ
ス
ト
の
貯
金

箱
を
持

っ
て
き
て
く
れ
て

「土
代
、
窯
代
等
○
円
に

し
た
ら
ど
う
で
し
よ
う
か
」
と
有
難
く
嬉
し
い
お
せ

つ
か
い
を
や
い
て
く
れ
、
い
つ
し
か
ミ
ニ
陶
芸
教
室

に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

ミ
三
個
展
や
展
示
会
を
開
く

ご
近
所
さ
ん
に
ミ
ニ
個
展
や
展
示
会
の
案
内
状
を

配

っ
た
り
し
て
、
自
宅
で
の
ミ
ニ
個
展
や
会
場
を
借

り
て
合
同
展
示
会
を
行
い
ま
し
た
。
「協
同
作
業
所
」

の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
は
伊
予
鉄
高
島
屋
７
Ｆ
の

「
ハ

ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
」
に
陶
芸

コ
ー
ナ
ー
の
常
設
を
さ

せ
て
貰

っ
て
い
ま
す
。

作
品
の
出
来
を
今
思
う
と
恥
ず
か
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
皆
で
楽
し
く
心
を
こ
め
て
作
陶
し
て
き

ま
し
た
。

今
頃
は
だ
ん
だ
ん
ケ
チ
に
な

つ
て
作
品
を
手
放
す

の
が
惜
し
く
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

〓
　
陶
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
楽
し
き
こ
と
多
く

陶
芸
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
始
ま
り
に
は
、
不
思
議
な

出
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

教
室
で

「さ
よ
な
ら
」
と
言

っ
て
三
度
と
会
う
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思

つ
て
い
た
人
に
、
ひ
よ
つ
こ

り
陶
芸
展
で
会

っ
て
、
そ
の
人
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
が
始
ま
り
ま
し
た
。

誰
が
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
す
る
の
と
思

つ
て
い
た
人
が

中
心
に
な

っ
て
や

つ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会
や
Ｏ
Ｂ
会
等
の
場
に
作
品
を
持
参

し
た
り
、
メ
ン
バ
ー
等
と
展
示
会
の
見
学
を
し
た
り
、

昼
食
会
を
行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

作
陶
し
て
楽
し
、
作
品
を
差
し
上
げ
て
楽
し
、
陶

芸
を
話
題
に
し
て
楽
し
、
仲
間
が
集
ま

っ
て
楽
し
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
し
て
楽
し
、
身
が
入

っ
て
引
き

つ

り
な
が
ら
も
楽
し
。

≪陶芸小屋で作品群をバックに≫

≪合同展示会の会場風景 (写真中央 :菅さん)≫

〓
　
第
二
の
人
生
陶
芸
で
楽
し
む

上
手
に
作
ろ
う
と
思
わ
ず
、
時
間
を
気
に
せ
ず
、

自
分
の
好
き
な
粘
土
や
、
好
き
な
釉
薬
で
好
き
な
も

の
を
作
る
。

窯
入
れ
は
作
品
の
大
き
さ
や
釉
薬
の
種
類
、
窯
内

温
度
等
を
考
え
て
の
知
恵
の
輪
。

窯
出
し
は
期
待
で
ワ
ク
ワ
ク
．
成
功
を
信
じ
、
失

敗
は
気
に
せ
ず
次
に
生
か
す
。

第

二
の
人
生
を
陶
芸
で
楽
し
む

〃
¨
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ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
活
動
を
長
期
に
継
続
実
施

Ｎ
丁
Ｔ
安

芸

Ｏ
Ｂ
会

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

代
表
者
　
曽
我
　
純
司
さ
ん
（安
芸
市
）

今
回
は
、
昨
年
の

「電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

長
期
継
続
団
体
賞
」
を
受
賞
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
安
芸
Ｏ
Ｂ

会
の
代
表
者
、
曽
我
純
司
さ
ん

（本
人
は
安
芸
市
の

観
光
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
も
活
躍
中
）
を

三
菱
財
閥
創
業
者
岩
崎
弥
太
郎
の
ブ
ー
ム
に
沸
く
安

芸
市
に
訪
問
し
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
は
平
成
七
年
に

「①
元
気
な
う
ち
に

地
域
及
び
社
会
に
貢
献
す
る
。
②
永
年
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
し
て
の
恩
返
し
を
す
る
。

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
存
在
を
も

つ
と
も

つ
と
地
域
の
皆
様
に

知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
）
③
Ｏ
Ｂ
仲
間
と
の
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
。
」

事
等
を
目
的
に
発
足
し
、
現
在
も
会
員
１６
名
で
次
の

よ
う
な
活
動
を
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
　
社
会
貢
献
・福
祉
活
動

①
　
社
会
福
祉
法
人

「キ
セ
キ
レ
イ
の
里
」
の
納

涼
祭
に
お
け
る
会
場
作
り
、
各
種
催
し
物
等

ヘ

の
参
画

②
　
２４
時
間
Ｔ
Ｖ

「愛
は
地
球
を
救
う
」
で
の
募

金
活
動

③
　
使
用
済
切
手
の
収
集

（社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

贈
呈
）

環
境
保
護
・美
化
活
動

「江
ノ
川
公
園

（岩
崎
弥
太
郎
の
銅
像
が
あ

る
と

清
掃
活
動

②
　
野
良
時
計
で
有
名
な

「チ
ク
タ
ク
通
り
」
「岩

崎
弥
太
郎
生
家
」
の
清
掃
活
動

③
　
見
事
な
夕
日
の

「大
山
岬
、
安
芸
海
岸
」
清

掃
活
動

④
　
四
国
の
道
路
を

一
斉
に
清
掃
す
る

「
８８
ク
リ

ー
ン
ウ
オ
ー
ク
」

へ
の
参
加

⑤
　
安
芸
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
ス
タ
ー
ト
地
点
清

掃
活
動

今
後
の
抱
負
等
を
お
聞
き
す
る
と

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
安
芸

Ｏ
Ｂ
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ
は
発
足
以
来
、
無

理
な
く
、
楽
し
く
、
長
続
き
を
モ
ッ
ト
ー
に
昔
の
仲

間
が
集
ま

っ
て
わ

い
わ

い
ガ
ヤ
ガ
ヤ
や

つ
て
い
ま

す
。
今
後
も
出
来
る
範
囲
で
、
み
ん
な
が
仲
良
く
参

加
で
き
る
グ
ル
ー
プ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
足
腰
が
立

つ
間
は
、
い
く

つ
に
な

っ
て
も
が
ん
ば

り
続
け
る
つ
も
り
で
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

（取
材
を
終
え
て
）

当
日
は
、
折
し
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
真

っ

只
中
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
観
光
客
で
ご

っ

た
返
す

「岩
崎
弥
太
郎
の
生
家
」
で
、
他
の
観
光
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ
ド
に
交
じ
り
頑
張

つ
て
い
る
曽
我

さ
ん
の
勇
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

私
も
観
光
客
に
交
じ
り
、
約
二
十
分
間
の
説
明
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
時
折
、　
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

の
的
を
射
た
ガ
イ
ド
ぶ
り
に
、
県
外
か
ら
の
観
光
客

の
皆
様
も
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

「龍
馬
伝
ブ
ー
ム
の
お
か
げ
で
休
む
間
も
な
い
」

と
、
嬉
し
そ
う
に
汗
を
拭
き
な
が
ら
笑
う
曽
我
さ
ん

を
見
て
い
る
と

「
い
つ
の
間
に
、

こ
ん
な
に
勉
強
し

た
が
や
ろ
う
か
？
　
ス
ゴ
イ
ノ
」
。

当
方
も
、
益

々
元
気
を
も
ら

つ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。

今
後
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
安
芸
Ｏ
Ｂ
会

の
先
頭
に
立

つ
て
頑

張

つ
て
下
さ
い
。

（高
知
編
集
委
員

‥
足
達
　
裕
昭
）

①
◆

≪N丁丁安芸OB会ボランティアグループの皆さん≫
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◇
　
麻
　
千
恵
子
　

　

（鳴
門
市

・
Ｈ
７
退
）

早
い
も
の
で
、
退
職
し
て
か
ら
十
五
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。

今
は
主
人
と
二
人
暮
ら
し
、
お
互
い
の
趣
味
を
楽

し
む
か
た
わ
ら
、
暇
が
あ
れ
ば
近
く
の
温
泉
に
出
か

け
て
い
ま
す
。

若
い
頃
は
長
い
間
の
単
身
赴
任
生
活
で
し
た
が
、

今
は
ゆ

っ
く
り
と
二
人
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。最

近
始
め
た
早
朝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
人
と
の
出

会
い
や
自
然
と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ず

つ
と
続
け
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

歳
を
重
ね
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

関
心
を
持
ち
、
感
謝
の
心
で
暮
ら
し
て
行
き
た
い
も

の
だ
と
話
し
合
う
毎
日
で
す
。

◇
　
安
部
　
　
孝

　

　

（松
山
市

。
Ｓ
５７
退
）

寒
い
季
節
、
心
臓
が
痛
む
の
で
、
暖
か
い
と
こ
ろ

で
長
期
滞
在
す
る
方
法
は

つ

と
色
々
と
研
究
し
ま

し
た
ら
、
沖
縄
の
中
部

・
北
部
地
方
に
見
つ
か
り
ま

し
た
。

（南
部
の
那
覇
市
は
騒

々
し
く
高
い
の
で
ダ

メ
で
す
）
き
れ
い
な
民
宿
か
老
人
ケ
ア
ハ
ウ
ス
が

一

泊
三
食
で
四
千
円
で
す
。

一
月
末
の
大
寒
で
も
約
二
十
度
の
気
温
で
快
適
で

す
。
Ｏ
Ｂ
の
山
内
昌
孝
さ
ん
と

一
緒
で
三
週
間
滞
在

し
て
き
ま
し
た
。

体
調
も
良
く
、
暖
房
費
等
を
考
え
る
と
自
宅
で
の

生
活
よ
り
安
上
が
り
で
し
た
。

◇
　
安
藤
　
俊
子

　

　

（二
豊
市

・
Ｈ
６
退
）

元
気
で
生
き
て
い
ま
す
ノ

「み
と
よ
日
本
語
教
室
」
で
日
本
語
を
勉
強
す
る

外
国
人
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

中
国
の
方
ば
か
り
だ

っ
た
教
室
に
、
ブ
ラ
ジ
ル

・

イ
ギ
リ
ス

・
カ
ン
ボ
ジ
ア

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
増
え
て

き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
日
本
語
検
定
二
級
の
合
格
者
が
二
名
も

出
て
、
日
本
語
熱
の
高
さ
に
驚
く
と
共
に
、
張
り
合

い
も
感
じ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
パ
ソ
コ
ン
の
先
生
を
、
五
月
に
は
入
社
当

時
の
訓
練
の
先
生
を
見
送
り
ま
し
た
。

古
希
を
過
ぎ
て
、
な
お
健
康
で
ウ

ロ
ウ
ロ
出
来
る

幸
せ
に
感
謝
で
す
。

◇
　
池
　
　
東
雄

　

　

（松
山
市

・
Ｈ
２
退
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
二
十
年
を
迎
え
、
今
に
な

っ

て
思
い
出
し
ま
す
と
、
現
職
中
は
入
院
の
経
験
も
な

く
無
事
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
の
数
年
間

で
三
回
も
入
院
す
る
羽
目
に
な
り
ま
し
た
。

一
。
二
回
は
膵
臓
炎
、
三
回
日
は
前
立
腺
肥
大
で

遂
に
手
術
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
の
診
断
は
内
服
薬
服
用
で
、
約

一
年
間
様
子

を
見
ま
し
た
が
、
肥
大
傾
向
が
止
ま
ら
な
い
た
め
、

下
半
身
麻
酔
に
よ
る
内
視
鏡
で
の
切
除
手
術
を
行
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
出
血
が
止
ま
ら
な
い
た
め
引
き
続
き
止

血
処
理
を
行
い
、
約
二
時
間
程
で
手
術
は
無
事
終
わ

り
、
そ
の
後
十
日
程
で
退
院
し
ま
し
た
。

退
院
後
、
約
二
ヶ
月
は
禁
酒
、
自
転
車

・
バ
イ
ク

は
乗
車
禁
止
、
温
泉

・
サ
ウ
ナ
も
禁
止
な
ど
辛
い
生

活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
機
会
に
残
り
の

人
生
を
大
切
に
過
ご
す
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
う
こ

の
頃
で
す
。

◇
　
石
川
　
　
厳

　

　

（今
治
市

・
Ｈ
６
退
）

昨
年
二
月
か
ら
の
四
国
人
十
八
カ
所
歩
き
遍
路
を

一
年
間
か
け
て
結
願
し
ま
し
た
。

三
年
前
に
は
事
故
で
生
死
を
さ
迷

っ
て
い
た
者

が
、
二
年
間
の
手
術

・
リ

ハ
ビ
リ
を
経
て
感
激
の
瞬

間
を
迎
え
ま
し
た
。

大
怪
我
か
ら
命
拾
い
し
た
こ
と
に
感
謝
し
、
自
分

の
足
で
歩
け
る
こ
と
を
喜
び

つ
つ
歩
き
続
け
る
う
ち

に
、
風
雨
の

へ
ん
ろ
こ
ろ
が
し

で
は
自
分
が
求
め
て

歩
い
て
い
る
の
だ
、
触
れ
合
う
人
は
会
う
べ
く
し
て

お
会
い
す
る
人
だ
と
の
気
持
が
強
く
な

っ
て
き
た
、

間
違
い
な
く
同
行
二
人
の
精
神
だ
と
思
う
。

体
力
と
時
間
さ
え
許
せ
ば
誰
に
で
も
出
来
る
こ
と

で
す
が
、
絵
日
記
的
に
記
録
し
て
お
い
た
も
の
を
『
あ

る
き
遍
路
日
記
』
と
し
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

四
国
電
友
会
事
務
局
あ
て
謹
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
高
覧
い
た
だ
け
れ
ば
望
外
の
喜
び
で

ご
ざ

い
ま
す
。

◇
　
石
川
　
寿
章

　

　

（高
松
市

・
Ｈ
６
退
）

光
陰
矢
の
如
し
、
お
陰
様
で
今
私
は
大
変
元
気
で

ネ
オ
メ
イ
ト
高
松
で
保
守
点
検
、
販
売
等
を
嘱
託
で

さ
せ
て
貰

っ
て
い
ま
す
。

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
、
山
や
海
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
時
間
が
足
り
な
い
と
思
え
る
人
生
を
生
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き
て
い
ま
す
。

入
社
し
て
五
十
数
年
、
ご
迷
惑
を
か
け
て
申
し
訳

な
い
人
、
お
世
話
に
な

っ
た
人
、
お
世
話
の
出
来
た

人
、
善
友
、
悪
友
、
思
い
出
た
く
さ
ん
で
す
。

こ
の
紙
面
を
借
り
て
、
出
会

っ
た
先
輩
、
友
人
達

本
当
に
あ
り
が
と
う
。

こ
の
先
老
い
る
悲
し
さ
、
自
身
の
衰
え
を
認
め
る

難
し
さ
を
し
つ
か
り
学
び
、
い
の
ち
長
き
時
代
に
し

っ
か
り
、
明
る
く
生
き
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
石
水
　
　
敬

　

　

（松
山
市

・
Ｈ
５
退
）

電
友
会
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

退
職
し
て
早
十
七
年
、
毎
日
を
元
気
で
過
ご
し
て

ぃ
ま
し
た
が
、

２０
年
１２
月
、
脳
梗
塞
を
患
い
約
二
週

間
、
初
体
験
の
入
院
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

現
在
は
落
ち
た
視
力
と
体
力
の
回
復
を
目
指
し
て

通
院
治
療
中
で
す
。

大
好
き
だ

っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
止
め
ま
し
た
が
、

長
年
の
付
き
合
い
で
あ
る
煙
草
は
止
め
ら
れ
ず
、
減

煙
の
取
組
を
強
化
中
で
す
。

◇
　
和
泉
　
悦
子

　

（愛
南
町

・
Ｈ
Ｈ
退
）

い
つ
も
皆
様
の

〃
今

〃

を
楽
し
み
に
読
ま
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

殊
に
、
か
っ
て
職
場
を
ご

一
緒
し
た
方
の
お
名
前

を
見

つ
け
る
と
懐
か
し
く
読
み
返
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
現
在
、

９７
才
に
な
る
義
母
の

一
日
お
き
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
見
送
り
、
出
迎
え
、
見
守
り
の
毎
日

で
す
。
今
、
介
護
保
険
制
度
の
有
り
難
さ
を
実
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

）生
き
る
と
い
う
こ
と
、
生
き
て
い
く

っ
て
素
晴
ら

し
く
も
あ
り
大
変
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

一
日
で
も
長
く
、
元
気
で
穏
や
か
な
日
々
を
送

っ

て
も
ら
う
こ
ど
を
願

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
伊
野
部
元
彦

　

　

（高
知
市

・
Ｈ
２
退
）

民
営
化
時
、
高
知
報
話
局
長
の
日
々
は
な
か
な
か

ス
リ
リ
ン
グ
で
し
た
が
、
今
は
も
う
、
歴
史
の
彼
方

に
消
え
ま
し
た
ね
。

一
方
、
年
寄
リ
サ
ツ
カ
ー
は
ま
す
ま
す
盛
ん
で
、

年
５

・
６
回
は
高
校

。
大
学
時
代
の
仲
間
と

一
緒
に

古
希
レ
ベ
ル
の
全
国
大
会
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま

す
。で

も
、
強
豪
の
名
を
轟
か
せ
た
電
電
四
国
の
Ｏ
Ｂ

に
会
わ
な
い
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か

？

彼
等
は
ま
だ
還
暦
レ
ベ
ル
に
な

つ
て
い
な
い
若
僧

な
の
か
な
。

◇
　
今
村
　
庸
子
　

　

（土
佐
市

・
Ｓ
ａ
退
）

身
体
を
動
か
す
事
が
好
き
で
始
め
た

エ
ア
ロ
ビ
と

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
今
日
も
青
空
の
下
、
新
緑
に
囲
ま

れ
た
清
滝
寺
を
望
み
、
水
田
を
渡

っ
て
く
る
さ
わ
や

か
な
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
歩
い
て
き
ま
し
た
。

途
中
、
数
人
の
お
遍
路
さ
ん
に
逢
い

「
こ
ん
に
ち

は
″
」
「お
気
を

つ
け
て
〃
」
お
互
い
に
声
を
か
け

て
す
れ
違
い
ま
し
た
。

大
変
清
々
し
い
気
持
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
明
る

く
楽
し
く
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
に
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
上
野
　
和
美

　

　

（松
山
市

・
Ｈ
９
退
）

原
稿
依
頼
を
受
け
て
〃
退
職
し
て
十
二
年
か
〃
と

ひ
と
り
呟
き
、
現
役
時
代
が

つ
い
昨
日
の
事
の
様
に

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

退
職
時
の
職
場
は

「四
国
支
社

・
資
材
部
」
で
、

四
国
管
内
の
契
約
業
務
を
背
負

っ
て
よ
く
頑
張

つ
た

と
、
今
で
も
自
画
自
賛
し
て
お
り
ま
す
。

退
職
後
は
家
事
も
様
に
せ
ず
、
の
ら
り
く
ら
り
の

毎
日
で
す
が
、
唯

一
つ
、
よ
き
先
生
を
得
て
俳
句
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

句
会
は
毎
月

一
回
で
す
。

同
人
誌

『
泉

』
に
掲
載
さ
れ
た
最
新
作
で
す
。

〃
冬
眠
中
で
す
と
留
守
電
応
対
す

〃

『
評
』
　

さ
す
が
ノ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
身
者
の
句

◇
　
大
崎
起
美
代

　

　

（高
知
市

・
Ｈ
７
退
）

私
は
今
六
十
九
才
で
す
。
九
十
六
才
の
認
知
症
の

母
親
の
世
話
を
し
つ
つ
、
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
の

「
シ
エ
ア

ネ

ッ
ト
よ
さ
こ
い
」
で
Ｎ
先
生
の
ご
指
導
に
よ
り
写

真
の
編
集

（ば
か
し
、
切
り
抜
き
等
々
）
を
し
て
い

ま
す
。

覚
え
の
悪
い
私
達
に
、
何
回
も
何
回
も
気
長
く
パ

ソ
コ
ン
を
教
え
て
頂
い
て
い
ま
す
。

時
間
を
見

つ
け
て
は
家
族
旅
行
し
、
今
は
息
子
夫

婦
の
招
待
で
北
海
道
に
ス
キ
ー
旅
行
に
行

っ
た
楽
し

い
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
を
作
成
中
で
す
。

パ
ソ

コ
ン
の
勉
強
が
非
常
に
役
に
立

つ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
元
気
に
明
る
く
前
向
き
に
頑
張
り
ま

す
。
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◇
　
大
住
　
注膚
美

　

（徳
島
市

。
Ｈ
Ｈ
退
）

５
月
は
超
多
忙
で
す
。
徳
島
市
消
費
者
協
会

の
会

長
を
承

っ
て
い
る
関
係
で
、
県
と
市

の
定
例
総
会
に

出
席
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
の
記
念
行
事
は
着
物
の
リ
フ
オ
ー
ム
フ
ア
ッ

ンヽ
ヨ
ン
シ
ヨ
ー
で
し
た
。

市

の
総
会
で
好
評
だ

っ
た
の
で
、
県
の
消
費
者
協

会

の
総
会
に
急
遠
、
出
演
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

十
七
人
の
会
員
さ
ん
が
出
演
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
縫

っ
た
ド
レ
ス
や
ス
ー
ツ
、
ベ
ス

ト
や

ス
カ
ー
ト
を
身
に

つ
け
て
三
百
有
余
の
観
客
の

関
心
を
引
き
ま
し
た
ｃ

そ
の
記
事
が
徳
島
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
の
も
記
念

に
な
り
ま
し
た
。

◇
　
大
星
　
信
宏

　

（上
板
町

。
Ｈ
９
退
）

脳
梗
塞
を
患

っ
て
七
年
、
周
り
の
人
に
支
え
ら
れ

リ

ハ
ビ
リ
も
続
け
な
が
ら
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。今

年
に
入

っ
て
善
通
寺
局
で
お
世
話
に
な

（ノ
た
先

輩
お
二
人
の
訃
報
を
知

っ
た
時
に
は
深
い
寂
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
〓

５
月
の
連
体
に
は
神
戸
の
親
類
と

一
緒
に

一か
ず

ら
橋
」
ま
で
行
き
、
久
し
ぶ
り
の
渓
谷
を
楽
し
ん
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
好
き
な
盆
栽
の
水
や
り
が

入

変
で
す
。
顔
が
口
焼
け
で
黒
ず
ん
で
き
ま
し
た
´

◇
　
尾
方
　
義
治

　

　

（美
馬
市

・
Ｈ
ｌ４
退
）

『
光
陰
矢

の
如
し
』
と
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
、

早
い
も
の
で
八
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
過
去
、　
一
九
九
九
年

一
二
月
の

五
十
四
才
の
時
、
脳
梗
塞
で
ニ
ケ
月
余
り
の
期
間
、

入
院
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
の

一
週
間
位
は
何
も
わ
か
ら
ず
、
後
の

一
ヶ

月
余
り
で
順
調
に
回
復
し
て
健
康
を
取
り
戻
し
、
現

在

（
６５
才
）
は
入
院
先
の
病
院
で
脳
外
科
と
循
環
器

科
の
検
診
を

一
ヶ
月
に

一
回
受
け
て
い
ま
す
が
、
医

師
か
ら

「も
う
大
丈
夫
」
と
の
答
え
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
。

健
康
は
宝
物
で
す
。
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

◇
　
越
智
　
郁
雄

　

（松
山
市

・
Ｈ
７
退
）

Ｎ
社
退
職
後
十
五
年
を
経
て
、
今
年
古
希
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
色
々
な
事
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
が
、

最
近
は
気
力

・
体
力
と
相
談
し
な
が
ら
月

一
～
二
回

の
山
歩
き
と
陶
芸
を
趣
味
と
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。そ

の
矢
先
に
県
高
齢
者
大
学
同
窓
会
の
お
世
話
を

仰
せ
付
か
る
事
と
な
り
、
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
は
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、
人
生
の
終
盤
を

穏
や
か
に
過
ご
し
た
い
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
柏
木
　
友
晴

　

（石
井
町

・
Ｈ
ｌ３
退
）

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
お
元
気
で
す
か

？
・

退
職

し
て
早
十
年
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
電
話
修
理
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

へ
の
切
り
替
え
照
明
の

提
案
等
で
す
。

）

暇
な
時
は
波
止
、
磯
、
舟
釣
り
に
行

っ
て
ま
す
。

冬
場
は
猪
や
鳴
猟
に
行
き
ま
す
。
地
域
で
は
月
二
回

薙
刀
を
教
え
に
い
つ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
消
防
団
の
班
長
や
地
域
防
犯
役
員
＾

地
区
防
犯
の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

『
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
』
『
お
金
を
返
す
か
ら

Ａ
Ｔ
Ｍ

へ
』
等
詐
欺
集
団
は
高
齢
者
を
狙

つ
て
い
ま

す
。
相
談
は
各
署
生
活
安
全
課

へ
。

元
気
が

一
番
で
す
。
そ
れ
で
は
お
元
気
で
ノ

◇
　
金
子
　
頼
章

　

（高
知
市

・
Ｈ
ｌ４
退
）

夫
婦
共
に
な
ん
と
か
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

テ
ル
ウ

エ
ル
を
退
職
し
て
早
く
も
八
年
に
な
り
ま

し
た
。
退
職
後
、
毎
日
が
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
す
。
暦

の
上
に
記
す
予
定
表
の
殆
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

で
す
。

神
社
総
代
と
し
て
の
年
間
作
業
、
退
職
後
始
め
た

地
域
で
の
菊
作
り
愛
好
会
で
の
年
間
作
業
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
当
時
か
ら
引
き
続
い
て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

「き
ず
な
高
知
の
会
」
の
介
護
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

事
業
の
事
務
局
及
び
実
作
業
等
、
毎
日
暦
と
お
天
気

と
の
に
ら
め

つ
こ
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
無
い
時
は
少
し
ば
か
り
の

畑
で
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
趣
味
と

し
て
楽
し
い
釣
リ
シ
ー
ズ
ン
も
や

つ
て
来
ま
し
た
。

身
体
と
相
談
し
な
が
ら
無
理
の
な
い
日
々
を
有
意

義
に
過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
唐
渡
　
公
夫

　

（丸
亀
市

・
Ｈ
７
退
）

時

の
流
れ
は
容
赦
な
く
残
酷
だ
な
。
‥
。と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。
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今
年
は
満
７０
歳
の
大
台
に
突
入
し
ま
す
が
、
気
持

は
元
気
で
も
着
実
に
身
体
の
老
い
は
、
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
に
忍
び
寄

っ
て
来
て
い
ま
す
っ
腹
立
た
し
い

限
り
で
す
。

全
く
の
自
由
人
に
な

っ
て
５
年
、
い
く

つ
か
の
趣

味
を
楽
し
ん
で
、
そ
れ
な
り
に
忙
し
く
や

っ
て
い
ま

す
。◇

　
］序
　
　
原
子
　

　

（石
井
町

・
Ｈ
ｌ
退
）

今
年
は
結
婚
し
て
五
十
年
、
金
婚
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。

さ
さ
や
か
に
自
宅
で
ワ
イ
ン
と
自
分
の
料
理
で
祝

い
ま
し
た
。

記
念
旅
行
に

「に
っ
ば
ん
丸
」
で
韓
国
ク
ル
ー
ズ

に
行
き
ま
し
た
ら
、
思
い
が
け
ず
船
の
中
で
金
婚
の

お
祝
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い

一
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
感
激
で
し
た
。

毎
日
の
生
活
も
趣
味
の
書
道
Ｌ

コ
ー
ラ
ス
の
他
は

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
、
連
体
も
関
係
な
く
パ

ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

近
頃
は
録
音
す
る
の
も
ソ
フ
ト
を
使

っ
て
パ
ソ
コ

ン
と
向
き
合
い
な
が
ら
、　
マ
イ
ク
に
し
や
べ
っ
て
い

ま
す
。

時
間
と
ヒ
マ
が
欲
し
い
で
す
。
欲
張

つ
て
ま
す
ね
．

◇
　
黒
岩
　
靖
夫

　

　

（香
南
市

。
Ｈ
９
退
）

平
成
１５
年
ド

コ
モ
卒
業
し
７
年
、
故
郷
で
先
祖
の

出
畑
を
耕
し
農
業
に
永
久
就
職
、
農
的
生
活
し
な
が

ら
地
域
貢
献
活
動
に
参
加
。

時

々
下
手
な
ゴ
ル
フ
で
「沢
山
叩
け
ば
体
に
よ
い
、

少
な
く
叩
け
ば
気
持
が
よ
い
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
楽
し

）み
、
地
域
で
は
公
民
館
長

・
文
化
財
保
護
委
員

。
社

会
教
育
委
員

。
Ｊ
Ａ
理
事
等
で

「出
会
い

。
ふ
れ
合

い

。
支
え
合
い
」
の
絆
づ
く
り
の
た
め
戸
籍
年
齢
を

忘
れ
て
走
り
回

つ
て
い
ま
す
。

人
生
後
半
生

「デ
ジ
タ
ル
で
わ
が
人
生
に
も
針
が

な
い
」
と
な
ら
な
い
よ
う

「
一
生
感
動

。
一
生
青
春
」

で
人
生
を
送
り
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
近
藤
　
照
文

　

　

（松
山
市

・
Ｈ
５
退
）

数
年
前
か
ら

「腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
」
と
言
う
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

腰
部
の
脊
柱
管
と
い
う
神
経
を
囲
ん
で
い
る
管
が

加
齢
等
に
よ

つ
て
変
形
し
、
神
経
を
圧
迫
す
る
。

暫
く
歩
い
て
い
る
と
腰
が
痛
く
な
り
、
座

っ
て
休

む
と
歩
け
る
よ
う
に
な
る
と
言

つ
た
状
態
で
、
メ
タ

ボ
も
良
く
な
ら
な
い
の
で
往
生
し
て
い
ま
す
。

子
供
は
二
人
で
す
が
、
夏
休
み
に
は
孫
も
帰
る
の

で
、
方
々
へ
遊
び
に
行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

家
内
と
二
人
暮
ら
し
で
す
が
、
「あ
ゝ
言
え
ば
こ

う
言
う
妻
と
共
白
髪
」
の
調
子
で
や

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
お
達
者
で

。
‥
。

◇
　
佐
藤
　
君
代

　

　

（高
松
市

。
Ｓ
３７
退
）

電
友
会
の
皆
々
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

風
薫
る
五
月
も
は
ゃ
半
ば
と
な
り
月
日
の
経

つ
の

が
早
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

私
は
今
年
こ
そ
は
箱
根
駅
伝
を
見
た
い
と
思
い
、

早
く
か
ら
プ
ラ
ン
を
立
て
実
行
し
ま
し
た
。

毎
年
テ
レ
ビ
で
観
戦
し
て
い
た
時
も
感
動
は
そ
れ

な
り
に
あ
り
ま
し
た
が
、
モ
ロ
に
見
る
若
者
の
迫
力

は
老
い
の
身
に
活
力
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。駆

け
抜
け
る
若
者
の
姿
に
旗
を
振
り

つ
つ
声
を
限

り
の
応
援
で
し
た
。

〃
初
富
士
の
大
き
く
見
ゆ
る
と
こ
ろ
ま
で

〃

◇
　
篠
原
　
栄
子
　

　

（徳
島
市

・
Ｈ
４
退
）

早
期
退
職
し
て
も
う
１８
年
過
ぎ
ま
し
た
。

５５
才
で
運
転
免
許
を
取
り
、
水
泳
、
ゴ
ル
フ
、
孫

の
送
り
迎
え
と
車
が
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
は
今
も
月
二
回
程
Ｏ
Ｂ
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

に
参
加
さ
せ
て
も
ら

つ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
す
が
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
２

回
し
ま
し
た
。

ボ
ケ
防
止
？
に
お
琴
を
続
け
て
数
十
年
、
ち
ょ
っ

と
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
の
前
の
老
い
を
振
り

払
い
な
が
ら
、　
一
日
を
大
事
に
し
た
い
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

◇
　
篠
原
　
紀
昭

　

　

（西
条
市

・
Ｈ
７
退
）

い
つ
の
間
に
か
古
希
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
継
い
で
通
建
業
界
で
お
世
話
に
な
り

六
十
才
で
会
社
人
間
を
卒
業
す
る
ま
で
、
地
域
の
こ

と
は
何
事
に
つ
い
て
も
妻
任
せ
で
あ

っ
た
の
で
、
地

域

へ
の
恩
返
し
と
思

つ
て
卒
業
を
機
に
、
地
域
の
世

話
を
次
々
と
引
き
受
け
て
、
気
が
付
く
と
ア
ッ
と
言

う
間
に
時
は
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
人
権
擁
護
委
員
も
三
期
目
と
な
り
、
協
議

会
内
に
お
い
て
事
務
局
を
担
当
し
て
お
り
、
法
務
局

指
導
に
よ
る
自
主
運
営
の
名
の
下
に
、
会
議
案
内
か

ら
総
会
資
料
作
成
等
に
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

-15-



第 151号 友国四
′千

電
′ 、
本 平 成 22年 7月

◇
　
田
中
　
玉
雄

（松
山
市

・
Ｈ
５
退
）

「早
寝
早
起
き
は
三
文
の
得
」

早
朝
、
高
血
圧
の
計
測
を
記
録
、

を
労
る
」
が
日
課
と
な
る
。

病
院
嫌
い
も
古
希
を
境
に
や

と
自
内
障
の
手
術
、
経
過
順
調
、

・
‥
と
反
省
。

と
は
言
い
難
い
が
、

朝
食
作
り

「家
内

っ
と
腰
を
上
げ
、
痔

何
で
も

つ
と
早
く

で
、
昨
年
は
欧
州
、
今
回
は
豪
州
の
冒
険
ツ
ア
ー
、

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や
乗
馬
を
体
験
、
手
綱
捌
き
は
さ

て
お
き
、
大
自
然
を
散
策
、
猫
背
解
消
、
腰
椎
に
乗

馬
が
良
い
と
実
感
、
今
後
の
課
題
と
し
て
み
た
い
。

と
、
「ど
ぶ
ろ
く
オ
ー
ナ
ー
」
に
入
会
、
田
植
え

か
ら
秋
の
稲
刈
り
、
来
春
の
蔵
元
か
ら
の
送
り
物
で
、

中
学
時
代
の
友
と

一
杯
や
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

∠０
。◇

　
中
山
　
孝
子
　
　
　
（徳
島
市

・
Ｈ
５
退
）

早
期
退
職
を
し
て
、
気
付
け
ば
高
齢
受
給
者
な
る

保
険
証
で
病
院
通
い
を
し
て
い
る
が
、
ま
ア
ま
ア
元

気
で
す
。

退
職
後

の
趣
味
と
始
め
た
俳
句
も
十
七
年
が
過

ぎ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
仲
間
も
い
て
、
気
軽
さ
自
由
さ
が

い
い
。
脳
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
り
、
今
で
は
十
七

文
字
の
短
い
文
芸
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
。

毎
月
の
句
会
、
旅
先
で
詠
ん
だ
思
い
出
の
句
、
ま

た
、
家
族
の
出
来
事
を
俳
句
に
日
記
が
わ
り
に
書
き

た
め
て
い
る
。

七
十
才
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
無
理
せ
ず

・
ス
ト

レ
ス
を
溜
め
ず

。
迷
惑
を
か
け
ず
を
モ
ッ
ト
ー
に
元

気
で
過
ご
せ
る
事
を
願

つ
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

◇
　
日
野
　
孝
子
　

　

（西
条
市

。
Ｈ
６
退
）

我
が
退
職
の
年
に
生
ま
れ
た
孫
も
、
こ
の
四
月
ょ

り
高
校
生
と
な
り
ま
し
た
。

今
更
な
が
ら
月
日
の
流
れ
を
感
じ
つ
ゝ
、
輝
い
て

い
る
孫
達
よ
り

「喜
び
」
と

「活
力
」
の
シ
ヤ
ワ
ー

を
浴
び
て

「今
」
し
か
出
来
な
い
事
を
、
夫
と
の
二

人
三
脚
で
ゆ

っ
く
り
、
の
ん
び
り
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
夕
方
は

「仲
良
さ
そ
う
に
」

一
時
間

程
の
ス
ロ
ー
ジ

ヨ
ギ
ン
グ
を
日
課
と
し
、
体
力
作
り

に
頑
張
り

つ
ゝ
。

◇
　
廣
瀬
　
　
功

　

　

（徳
島
市

・
Ｈ
ｌ３
退
）

職
場
を
離
れ
て
早
く
も
１０
年
近
く
が
過
ぎ
ま
し

た
。
毎
日
、
愛
犬
と
の
散
歩
、
ま
た
、
旅
行
に
と
過

ご
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
愛
犬
が
年
末
に
天
国

へ
旅
立
ち
少
し
寂
し
い
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
は
夫
婦
の
み
の
生
活
で
す
が
、
近
く
に
畑
が
あ

り
新
鮮
な
野
菜
の
収
穫
、
ま
た
、
庭
木
の
剪
定
等
で

毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
年
齢
に
な
る
と
健
康
面
で
色

々
あ
り
ま
す

が
、
夕
方
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
体
調
を
整
え
て
元
気

で
頑
張

つ
て
い
こ
う
と
思

つ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
廣
地
由
美
子
　

　

（坂
出
市

。
Ｈ
４
退
）

私
の

一
週
間

月
曜
日
――
手
話
教
室
、
火
曜
日
＝
長
寿
大
学
の
パ

ソ
コ
ン
教
室

（
ワ
ー
ド

・
エ
ク
セ
ル

ｅ
ｔ
ｃ
）
、
水

曜
日
＝
午
前
卓
球
、
午
後

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

（と
て
も

癒
さ
れ
ま
す
よ
）
、
木
曜
日
＝
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

）

（試
合
形
式
×

金
曜
日
＝
卓
球

（わ
い
わ
い
楽
し

く
）
、
土
曜
日
＝
そ
う
じ

・
洗
濯

¨
家
事
を
ま
じ
め

に
、
日
曜
日
＝
孫
達
の
試
合
の
応
援
、

こ
ん
な
多
忙
な
毎
日
。

た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
学
び
、
日
々
成
長
で
す
。

と
て
も
充
実
し
た
７３
歳

　ヽ
ハ
ツ
ラ
ツ
ば
あ
ち
や
ん

し
て
い
ま
す
。

◇
　
藤
田
　
久
隆

　

　

（松
山
市

・
Ｈ
８
退
）

農
園
を
借
り
て
無
農
薬
野
菜
作
り
に
励
ん
で
い
ま

す
。
雑
草
と
虫
と
カ
ラ
ス
と
の
戦
い
で
す
。

自
然
環
境
の
変
化
で
同
じ
野
菜
づ
く
り
で
も
、
な

か
な
か
む
ず
か
し
い
も
の
で
す
。
お
百
姓
さ
ん
の
苦

労
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
奥
道
後
温
泉
の
年
間
会
員
に
な

つ
て
お
り
、

毎
日
温
泉
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

時

々
電
友
会
の
メ
ン
バ
ー
の
方
に
お
会
い
す
る
の

で
、
ビ
ツ
ク
リ
す
る
と
共
に
懐
か
し
い
思
い
出
に
ひ

た

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
一
一川
　
俊
昭

　

　

（高
松
市

・
Ｈ
７
退
）

三
度
日
の

「私
は
今
」
が
古
希
に
合
わ
せ
た
よ
う

に
や

つ
て
来
た
。

昨
年
五
月
に
四
十
七
年
振
り
に
京
都
の
葵
祭
を
見

に
行

っ
た
。
み
や
び
や
か
な
平
安
王
朝
の
装
束
の
行

列
が
新
緑
の
京
都
御
苑
を
出
発
す
る
の
を
見
て
、
昔

と
変
わ

つ
て
な
い
な
あ
と
懐
か
し
く
感
じ
た
。

今
年
は
十
月
に
四
十
八
年
振
り
に
時
代
祭
を
見
に

行
こ
う
と
思

つ
て
い
る
。

維
新
勤
王
隊
を
先
頭
に
行
進
す
る
行
列
は
、
今
の
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歴
史
ブ
ー
ム
に
合
う
よ
う
に
も
思
え
る
。

十
月
は
香
川
電
友
会
の
親
睦
旅
行
や
サ
ト
ク
ル
の

行
事
等
が
あ
り
実
現
で
き
る
か
な
？

◇
　
別
役
　
峰
夫

　

　

（高
知
市

・
Ｈ
ｌ３
退
）

「私
は
今
」
平
成
二
十
二
年
二
月
末
日
に
三
度
目

の
就
職
先
の
ハ
ロ
ー
ワ
「
ク
を
退
職
し
ま
し
て
現
在

は
、
ゴ
ル
フ
と
盆
栽

（小
品
盆
栽
）
の
趣
味
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
は
月
約
４
回
の
月
例
に
参
加
し
て
お
り
ま

す
が
、
４
月
の
月
例
で
３
位
に
入
賞
し
賞
金
を
獲
得

し
ま
し
た
。

小
品
盆
栽
は
雑
木

（
モ
ミ
ジ
等
）
を
四
〇
鉢
育
て

て
お
り
ま
す
が
、
三
〇
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
幹

周
り
も
二
〇
セ
ン
チ
以
上
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
毎
日
の
水
や
り

「
手
入
れ
が

一
番
の
楽
し
み
で

あ
り
ま
す
。

最
後
に
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

◇
　
細
田
　
和
子
　

　

（小
松
島
市

・
Ｈ
４
退
）

退
職
し
て
も
う
十
八
年
、
年
令
相
応
そ
れ
な
り
に

無
理
を
せ
ず
体
力
に
合
わ
せ
て
動
い
て
お
り
ま
す
。

年
令
の
切
替
時
、
体
力
的
に
つ
ら
い
時
期
が
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
少
し
ず

つ
落
ち
着
い
て
き

つ
ゝ
あ

り
ま
す
。

ま
だ
孫
達
が
小
さ
い
も
の
で
す
か
ら
、
主
人
と
二

人
し
て
遊
ん
で
も
ら

つ
た
り
、
面
倒
見
て
も
ら

つ
た

り
し
て
ジ
イ
ジ

・
バ
ー
バ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
無
理
す
る
こ
と
な
く
、
普
通
の
生
活

が
出
来
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

一）
も
ち
ろ
ん
家
族

へ
の
感
謝
の
気
持
を
忘
れ
ず
に
。

ハ
‐〈‐
》

松
木
　
　
洋

　

　

（松
山
市

・
Ｈ
４
退
）

地
球
温
暖
化
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
Ｅ

Ｃ
Ｏ
運
動
を
政
府

「
民
間
を
挙
げ
て
取
り
組
み
の
推

進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
こ
れ
を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
日
頃

の
運
動
不
足
と
Ｃ
０
２
削
減
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
、

マ
イ
カ
ー
を
手
放
し
ま
し
た
。

移
動
は
徒
歩
と
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に
転
換
し

実
践
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
健
康
維
持
の
た
め
の
運

動

・
変
化
す
る
町
並
み

。
周
り
の
景
色
を
堪
能
し
な

が
ら
の
散
策
な
ど
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

毎
日
が
新
し
い
発
見
の
今
日
こ
の
頃
で
す
。

健
康
維
持
と
地
球
温
暖
化
抑
止
に
寄
与
で
き
れ
ば

一
挙
両
得
と
の
信
念
で
今
日
も
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
宮
崎
　
昭
子

　

　

（高
松
市

。
Ｓ
６２
退
）

退
職
し
て
早
く
も
二
十
数
年
経
ち
ま
し
た
。

年
に
は
勝
て
ま
せ
ん
、
腰
が
痛
く
な
リ
ス
イ
ミ
ン

グ
で
歩
い
て
お
り
ま
す
。

子
供
達
も
独
立
し
て
、
夫
婦
で
通
院
し
な
が
ら
年

に
二
回
程
度
の
旅
行
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ス
イ
ミ
ン
グ
で
は
在
職
中
の
お
友
達
と
お
し
ゃ
ベ

リ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

電
友
会
の
皆
さ
ま
、
健
康
に
は
十
分
気
を
付
け
て

お
目
に
か
か
れ
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
宮
崎
　
政
幸

　

　

（松
山
市

・
Ｈ
７
退
）

退
職
時
の
生
涯
設
計
は
、
古
希
ま
で
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
大
過
な
く
古
希
を
迎
え
、
娘
孫
達

に
祝

っ
て
も
ら
い
嬉
し
い
誤
算
。

こ
れ
は
退
職
後
の
第
二
の
職
場
で
健
康
を
害
し
た

経
験
か
ら
、
毎
日
約

一
時
間
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
天

気
の
良
い
日
に
は
チ
ャ
リ
ン
コ
で
重
信
川
自
転
車
専

用
道
路
で
の
脚
力
維
持
。

そ
し
て
良
い
ゴ
ル
フ
仲
間
に
恵
ま
れ
、
月
数
回
の

ラ
ウ
ン
ド
が
励
み
。

ま
た
、
図
書
館
で
趣
味
本
を
借
り
て
読
書
、
借
用

累
積
が
千
百
余
冊
。

妻
は
福
祉
活
動
と
趣
味
に
夢
中
で
、
外
出
ば
か
り
、

余

っ
た
時
間
を
有
効
に
満
喫
し
て
い
ま
す
。

◇
　
渡
部
　
　
宏

　

　

（吉
野
川
市

・
Ｈ
ｌ５
退
）

良
き
時
代
に
生
ま
れ
育

つ
た
と
、　
つ
く
づ
く
思
い

ま
す
。

苦
労
し
た
と
い
う
記
憶
は
ま

っ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。
‥
。が
、
現
在
、
大
工
町
の
コ
ム
ビ
ル
の
管
理

の
仕
事
を
女
房
に
や
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
チ
ン
コ
、　
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
野
球
に
明
け
暮
れ
、

今
も
ゴ
ル
フ
、
競
輪
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
し
か
知
り
ま

せ
ん
。
「酒
と
女
は
ニ
ゴ
ウ
ま
で
」
の
親
の
遺
言
も

守
れ
て
い
ま
せ
ん
。

言
い
訳
に
、
子
供
達
の
健
全
育
成
の
立
場
で
補
導

員
、
ま
た
野
外
活
動
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
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〆
創
傷
処
置
の
常
識

・非
常
識

〆

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
■
本
松
山
病
院

ド
ッ
ク
室
主
任
医
長

　

柳
瀬
　
尚
人

□
　
は
じ
め
に

犬

の
散
歩
中
に
転
倒

し
て
手
や
足
に
擦
り
傷

を
作

つ
た
り
、
お
酒
に

酔

っ
て
転
倒
し
て
頭
を

切

っ
た
り
、
食
事

の
支

度
中
に
包
丁
で
指
を
切

っ
た
経
験
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

擦
り
傷
や
切
り
傷
な
ど
の
ち
よ

っ
と
し
た
怪
我

は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
日
常
よ
く
起
こ
り
ま
す
。

大
き
な
怪
我
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
病
院
で
処
置
し

て
貰
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
傷
程

度
な
ら
、
病
院
に
行
か
ず
に
自
宅
で
手
当
を
し
て
済

ま
せ
て
し
ま
い
た
く
な
り
ま
す
。

で
は
、
そ
ん
な
時
、
ど
の
よ
う
に
処
置
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
傷
の
処
置
に
つ
い
て
の
新
し
い
考
え
方

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

□
　
皮
膚
の
組
織
構
造

皮
膚
は
表
面
か
ら
、
表
皮
、
真
皮
、
皮
下
組
織
の

３
層
構
造
を
し
て
い
ま
す
。
表
皮
の

一
番
深
い
所
で

細
胞
分
裂
に
よ

っ
て
で
き
た
上
皮
細
胞
は
、
上
行
し

な
が
ら
細
胞
内
に
ケ
ラ
チ
ン
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が

蓄
積
し
て
硬
く
な
る
角
化
現
象
を
起
こ
し
、
約
４
週

間
で
垢
と
な

つ
て
皮
膚
か
ら
剥
離
し
ま
す
。

線
維
性
結
合
組
織
か
ら
成
る
真
皮
は
、
皮
膚
の
機

械
的
な
強
さ
や
弾
力
性
を
作
り
出
し
て
お
り
、
毛
細

血
管
が
豊
富
に
入
り
込
ん
で
い
ま
す
。

疎
生
結
合
組
織
か
ら
な
る
皮
下
組
織
は
皮
膚
の
可

動
性
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

親
指
と
人
さ
し
指
で
皮
膚
を

つ
ま
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

指
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
の
が
表
皮
と
真
皮
で
、
皮

下
組
織
の
上
で
つ
ま
ん
だ
皮
膚
が
動
き
ま
す
。

自
宅
で
処
置
で
き
る
傷
は
、
真
皮
ま
で
の
浅
い
皮

膚
損
傷
に
限
ら
れ
ま
す
。

□
　
創
傷
処
置
の
常
識
・非
常
識

傷
を
治
す
従
来
の
常
識
と
し
て
　
①
傷
は
消
毒
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
②
傷
は
消
毒
し
な
い
と
化
膿

し
て
し
ま
う
　
③
傷
が
化
膿
し
た
の
で
消
毒
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
　
④
傷
に
は
ガ
ー
ゼ
を
当
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
　
⑤
傷
は
濡
ら
し
て
は
い
け
な
い
　
⑥

痴
皮

（カ
サ
ブ
タ
）
が
で
き
た
ら
傷
が
治
る
　
と
信

じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
従
来
の

「常

識
」
は
全
て

「非
常
識
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
創
傷
処
置
に
対
す
る
常
識
は
以
下
の
通
り

で
す
。

田
　
傷
は
消
毒
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
＝
消
毒
液
は

細
菌
を
殺
す
だ
け
で
な
く
、
生
き
て
い
る
人
体

の
細
胞

（自
血
球
、
線
維
芽
細
胞
、
表
皮
細
胞
）

も
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
で
き
た

壊
死
組
織
が
感
染
を
誘
発
し
、
傷
の
治
り
を
遅

く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

０
　
消
毒
し
て
も
傷
の
感
染
は
防
げ
ま
せ
ん
＝
病

院
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
イ
ソ
ジ
ン
消
毒
液

（ポ
ビ
ド
ン
ヨ
ー
ド

・
あ
の
茶
色
い
液
体
）
の
場

合
、
約
３０
分
程
度
し
か
殺
菌
効
果
が
持
続
し
ま

せ
ん
。
短
時
間
で
消
毒
前
の
状
態
に
戻

っ
て
い

ま
す
。

問
　
一
度
起
き
た
感
染
も
消
毒
で
は
治
り
ま
せ
ん

＝
傷
の
感
染
の
起
炎
菌
は
傷

日
か
ら
侵
入
し
ま

す
が
、
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
の
は
傷
の
表
面

で
は
な
く
、
奥
の
軟
部
組
織
な
の
で
す
。

ま
た
、
感
染
を
起
こ
す
に
は
細
菌
の
存
在
だ

け
で
な
く
、
異
物
や
壊
死
組
織
が
混
在
す
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

消
毒
液
は
こ
の
表
面
の
細
菌
に
は
効
果
が
あ

り
ま
す
が
、
深
層
の
細
菌
に
は
全
く
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
。

傷
が
化
膿
し
た
の
で
消
毒
す
る
と
言
う
こ
と

は
、
肺
炎
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て

「鼻
か
ら
入

っ
た
細
菌
が
肺
炎
の
原
因
だ
か
ら
、
鼻
を
消
毒

し
ろ
」
と
言

っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

一
旦
肺
ま
で
入

っ
た
細
菌
が
い
た
ら
、
も
う

鼻
を
い
く
ら
消
毒
し
よ
う
と
全
く
効
果
が
な
い

の
で
す
。
感
染
を
治
す
の
は
消
毒
で
は
な
く
、

傷
を
よ
く
洗

っ
て
壊
死
組
織
を
除
去
し
、
深
部

に
存
在
す
る
細
菌
を
殺
す
た
め
に
抗
生
物
質
の

全
身
投
与
を
必
要
と
し
ま
す
。

ｍ
　
傷
は
乾
か
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
＝
皮
膚
損
傷

が
起
こ
る
と
、
毛
細
血
管
か
ら
血
漿
の

一
部
が

染
み
出
し
浸
出
液
と
な
り
ま
す
。
浸
出
液
の
中

に
は
組
織
の
修
復
に
必
要
な
細
胞
成
分

（線
維

芽
細
胞
、
表
皮
細
胞
）
や
局
所
の
免
疫
に
関
与

す
る
細
胞
成
分

（白
血
球
）
が
た
く
さ
ん
含
ま

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
自
然
治
癒
力
と
な

っ
て
い

ま
す
。

傷
は
乾
か
す
と
治
り
が
遅
く
な
る
の
で
す
。
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ガ
ー
ゼ
は
傷
か
ら
の
浸
出
液
を
吸
収

・
乾
燥

さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
こ
局
所
に
浸
出
液
を
と
ど

め
て
お
く
方
法
が
湿
潤
療
法
で
あ
り
、
後
述
す

る
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
材

（創
傷
被
覆
材
）
や
サ
ラ

ン
ラ
ッ
プ
を
傷
口
に
当
て
て
治
療
し
ま
す
。

国
　
カ
サ
ブ
タ
は
創
が
乾
燥
し
た
結
果
で
あ
り
、

カ
サ
ブ
タ
は
感
染
の
温
床
に
な
り
ま
す

□
　
傷
が
化
膿
す
る
と
い
２
」と

発
赤
、
腫
脹
、
疼
痛
、
局
所
熱
感
を

一炎
圧
一
●

４
兆
候
と
い
い
ま
す
。
こ
の
炎
症
の
症
状
が
、
細
芭

に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
を

「感
染
症

一
と

呼
び
ま
す
。

つ
ま
り
、
皮
膚
や
皮
下
組
織
に
細
菌
が
入
り
込
ん

で
増
殖
し
、
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
状
態
を

「傷
が

化
膿
し
て
い
る
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
は

「細
菌
の
有
無
」
で

な
く

「感
染
症
状
の
有
無
」
で
判
断
し
ま
す
。

創
感
染
に
と

っ
て
細
菌
は

「必
要
条
件
」
で
す
が

「十
分
条
件
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
創
面
に
異
物
や

壊
死
組
織
が
混
在
す
る
か
ら
感
染
が
成
立
す
る
の
で

す
。悪

い
の
は
細
菌
で
は
な
く
、
異
物

・
壊
死
組
織
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

縫
合
糸
、
ガ
ー
ゼ
、
痴
皮
、
血
腫
、
植
物
性
の
異

物

（木
く
ず
、
お
が
く
ず
、
藁
な
ど
）
血
腫

（皮
下

に
溜
ま

っ
た
血
液
）
特
に
有
機
物
系
の
物
質
が
絶
好

の
感
染
源
と
な
り
ま
す
。

ガ
ラ
ス
な
ど
の
無
機
物
が
感
染
源
に
な
る
こ
と
は

意
外
と
少
な
い
の
で
す
。
従

っ
て
、
傷
が
化
膿
し
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
細
菌
を
除
去
す
る
の
で

は
な
く
、
傷

口
を
洗

っ
て
異
物

。
壊
死
組
織
を
除
く

方
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
す
。

ロ
　
ド
レ
ン
ン
ン
グ
材
（創
傷
被
覆
材
）
と
は

）
ド
レ
ツ
シ
ン
グ
材

（創
傷
被
覆
材
）
は
、
傷
を
湿

潤
環
境
に
保

つ
こ
と
で
治
り
を
早
め
、
外
部
か
ら
の

感
染
を
防
ぎ
、
痛
み
を
和
ら
げ
る
な
ど
優
れ
た
効
果

を
発
揮
す
る
シ
ー
ト
材
で
す
。

現
在
で
は
湿
潤
環
境
下
で
の
創
傷
治
療
を
実
現
す

る
た
め
に
様
々
な
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
材
が
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。

ジ

ヨ
ン
ソ
ン
＆
ジ

ヨ
ン
ソ
ン
か
ら
発
売
さ
れ
て
い

る

「キ
ズ
パ
ワ
ー
パ
ツ
ド
」
と
い
う
製
品
は
、
市
販

さ
れ
て
い
る

ハ
イ
ド
ロ
コ
ロ
イ
ド
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
材

で
す
。

ま
た
、
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
、
ク
レ
ラ
ッ
プ
な
ど
の
食

用
品
の
ラ
ッ
プ
は
フ
イ
ル
ム
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
材
の
か

わ
り
と
な
り
ま
す
。
粘
着
性
が
な
い
た
め

「完
全
な

密
封
状
態
」
に
な
ら
な
い
、　
つ
ま
り

「半
閉
鎖
」
状

態
と
な
る
の
で
、
浸
出
液
の
多
い
傷
に
も
使
用
で
き

ま
す
。
傷

口
を
圧
迫
し
な
い
の
で
、
褥
創

（床
ず
れ
）

の
治
療
に
も
有
効
で
す
。

国
　
家
庭
で
で
き
る
傷
の
処
置

皮
膚
損
傷
の
治
療
は
、
従
来
の
ガ
ー
ゼ
と
消
毒
薬

で
の
治
療
を
や
め

「消
毒
を
し
な
い
」
「乾
か
さ
な

い
」
「水
道
水
で
よ
く
洗
う
」
を
３
原
則
と
し
て
行

う
湿
潤
療
法
が
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
　
水
道
水
で
傷
口
に
つ
い
た
砂
な
ど
の
汚
れ
を

完
全
に
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

②
　
消
毒
は
し
ま
せ
ん
。

③
　
出
血
が
あ
れ
ば
、
ガ
ー
ゼ
や
清
潔
な

ハ
ン
カ

チ
な
ど
で
傷
口
を
覆
い
、
血
が
止
ま
る
ま
で
手

や
指
で
圧
迫
し
ま
す
。
傷

口
を
心
臓
よ
り
高
い

位
置
に
す
る
と
止
血
に
効
果
的
で
す
。

④
　
出
血
が
止
ま

っ
た
ら
、
ラ
ッ
プ
な
ど
の
ド
レ

ツ
シ
ン
グ
材
を
傷
よ
り
大
き
め
に
切
り
、
患
部

に
当
て
ま
す
。

〓
）

ラ
ッ
プ
を
使
用
し
た
場
合
は
絆
創
膏
や
包
帯

な
ど
で
固
定
し
ま
す
．

⑥
　
ラ
ッ
プ
は

一
日
に

一
回
、
夏
な
ど
は

一
日
に

数
回
取
り
換
え
ま
す
。　
ハ
イ
ド
ロ
コ
ロ
イ
ド
ド

レ
ツ
シ
ン
グ
材
の
場
合
は
、
数
日
貼
り

っ
ば
な

し
に
で
き
ま
す
。
浸
出
液
が
周
り
か
ら
漏
れ
出

る
頃
に
交
換
し
ま
す
。

傷
が
ビ
ン
ク
色
に
な
り
、
痛
み
が
消
え
れ
ば
上
皮

化
が
完
了
、
治
療
終
了
で
す
。

新
し
い
皮
膚
は
シ
ミ
に
な
り
や
す
い
の
で
、
少
な

く
と
も

一
ヶ
月
く
ら
い
は
紫
外
線
に
当
て
な
い
よ
う

に
皮
膚
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

処
置
の
経
過
中
に
痛
み
が
あ
る
場
合
や
傷
が
赤
く

腫
れ
る
場
合
は
、
感
染
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

す
み
や
か
に
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
動
物
や
ヒ
ト
の
咬
傷
、
糖
尿
病
や
閉
塞
性

動
脈
硬
化
症
に
よ
る
潰
瘍
、
汚
染
が
ひ
ど
い
傷
、
出

血
が
Ｌ
ま
ら
な
い
傷
、
深
い
傷
は
感
染
も
し
く
は
傷

が
悪
化
す
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
自
宅
で
処
置
を

せ
ず
、
必
ず
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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＊
　
パ
ソ
コ
ン
は
私
の
生
活
必
須
道
具
　
＊

中
山

忠
彦

（高
松
市
）

『
例
え
ば
、
「下
線
を
引
く
」
「罫
線
を
引
く
」

「
コ
ピ
ー
す
る
」
な
ど
の
特
定
の
日
本
語
で
電
算
機

が
動
く
よ
う
に
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
定
の
日
本

語
を
、
電
算
機
が
理
解
で
き
る
言
葉
に
翻
訳
す
る
ソ

フ
ト
ウ

エ
ア
を
作
れ
ば
、　
ロ
ー

マ
字
で
の
難
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し
な
く
て
も
よ
い
か
ら
シ
ス
テ
ム

作
り
も
楽
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
』

一
九
七
〇
年
頃
、
私
が
銀
行

の
預
金
電
算

シ
ス
テ

ム
の
設
計
を
担
当
し
て
い
た
時
に
、
あ
る
上
司
が
言

っ
た
言
葉
で
す
。

た

つ
た
四
〇
年
前
の
話
し
で
す
が
、
当
時
、
夢
の

よ
う
に
思
え
た
こ
と
が
、
今
で
は
現
実
の
も
の
に
な

つ
て
い
ま
す
。

私
達
は
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
上
の
日
本
語
表
示
の
ボ

タ
ン
や
記
号
化
し
た
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ツ
ク
し
た
り
、

キ
ー
ボ
ー
ド
上
の
特
定
の
キ
ー
を
押
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
コ
マ
ン
ド

（命
令
語
）
が

パ
ソ
コ
ン
に
指
示
を
与
え
る
の
で
、
自
分
専
用
の
家

計
簿
な
ど
も
容
易
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
が
家
庭
に
お
い
て
も
短
期
間
に
こ
ん
な

に
普
及
す
る
と
は
思

つ
て
も
み
な
か
っ
た
が
、
レ
ジ

ヤ
ー
的
な
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
等
が

あ

っ
た
と
し
て
も
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
い
う
作
業

が
不
要
で
、
翻
訳
に
よ
る
マ
ジ

ッ
ク
的
な
楽
し
み
も

あ
る
の
で
、
当
然
の
事
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

香
川
電
友
会
で
も
Ｐ
Ｃ
勉
強
会
が
３
組
あ
り
、
最

後
に
発
足
し
た
Ｃ
班
も
二
〇
〇
三
年
当
初
に
開
講
し

ま
し
た
。

少
し
早
く
か
ら
勉
強
し
て
い
た
私
が
Ｃ
班
を
担
当

し
、
十
数
名
の
会
員
と

一
緒
に

「家
庭
生
活
に
必
要

な
パ
ソ
コ
ン
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
今
ま
で
に
、
Ｗ

ｉ

ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
、
Ｗ

ｏ
ｒ
ｄ
、
Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
、
筆
ぐ

る
め
、
ペ
イ
ン
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
ビ
ル
ダ
ー
、

電
子
メ
ー
ル
、
写
真
加
工
編
集
、
音
楽
再
生
、
フ
ア

イ
ル
管
理
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等

へ
の
デ
ー
タ
保
存
等
を
勉
強

し
ま
し
た
。

し
か
し
、　
一
度
習

っ
て
も
忘
れ
る
部
分
が
多
い
の

で
、
例
え
ば
、
ペ
イ
ン
ト
で
は
十
数
枚
の
は
が
き
絵

を
例
題
と
し
て
描
い
て
み
た
し
、
特
に
Ｗ

ｏ
ｒ
ｄ
と

Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
は
誰
で
も
が
よ
く
使
う
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

な
の
で
、
市
販
の
テ
キ
ス
ト
や
雑
誌
か
ら
、
家
庭
で

使
う
だ
ろ
う
例
題
、
Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
で
い
え
ば
、
各
種

の
家
計
簿
、
保
健
情
報
記
録
表
、
レ
ジ
ャ
ー

・
趣
味

記
録
表
や
パ
ス
ワ
ー
ド
管
理
表
な
ど
を
抜
粋
補
正
し

た
例
題
集
を
作
成
し
、　
一
定
の
間
隔
を
空
け
て
今
ま

で
に
２
回
勉
強
し
て
、
六
月
か
ら
は
３
回
日
の
Ｗ

ｏ

ｒ
ｄ
例
題
集
を
や
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
毎
日
朝
夕
、
電
子
メ
ー
ル
の
対
応
と
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
各
種
情
報
を
見
て
、
夕
方
は
日
記

付
家
計
簿
、
各
種
保
健
情
報
記
録
表
等
を
更
新
し
、

そ
の
他
に
、
週
２
回
ほ
ど
の
ブ

ロ
グ

ヘ
の
投
稿
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
し
た
り
、
Ｐ
Ｃ
教
室
の
補
助

テ
キ
ス
ト
の
作
成
と
予
習
な
ど
を
行

っ
た
り
と
、
大

い
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
読
み
終
え
た
小
説
の
感
想

。
あ
ら
す
じ

を
ブ

ロ
グ
に
投
稿
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、
集

中
し
た
読
書
を
す
る
よ
う
に
な
り

一
石
二
鳥
に
な

っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
も
パ
ソ
コ
ン
を
生
活
の
道
具
と
し
て
使

っ
て

い
る

一
例
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
と

つ
て
、
足
腰
の
鍛
錬
と
と
も
に
大
事

な
脳
の
鍛
錬
に
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
は
適
し
て
い
る
と

思

っ
て
い
る
の
で
、
結
果
的
に
は
必
要
な
生
活
上
の

保
健
の
た
め
の
道
具
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
、
私
が
興
味
を
そ
そ
ら
れ
て
い
る
の
は
ｉ
Ｐ

ａ

ｄ
で
す
が
、
い
つ
ま
で
も
好
奇
心
と
挑
戦
す
る
気
持

を
無
く
さ
な
い
よ
う
心
が
け
、
毎
日
を
楽
し
み
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

も
し
時
間
が
あ
れ
ば
、
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ブ

ロ
グ
も
リ
ン
ク
し
て
い
ま

す
。【

ア
ド
レ
ス
】

（コ
一一り
＼̈
＼
ジ
Ｊ
く
ダ
ｏヽ
・Ｏ
ｏ
●
・●
①
こ
り
＼
―
”
●
‐Ｏ
∞
Ｎ
Ｏ
＼
）

まn“ __1聰 |でひと体
^し

中 帆

≪中山さんが作成 しているホームベージの表紙≫
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☆

「Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
松
山
」

第
六
回
総
会
を
開
催

四
月
十
五
日
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
愛
松
園
に
お

い
て

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
松
山
」
の

第
六
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
ｃ

総
会
で
は
、
は
じ
め
に

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
松
山
」
の
山
内
会
長
か
ら
、
平
成

２‐
年
度

の
活
動
状
況
及
び
今
後
の
運
営
な
ど
に

つ
い
て
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
ｃ

引
き
続
き
、
来
賓
の
テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
四
国
支

店
の
菊
池
厚
生
福
祉

・
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
営
業
部
長
か

ら

一最
近
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
動
向
」
「テ
ル
ウ

ェ
ル
西
口

本
全
社

。
四
国
支
店
の
事
業
概
要
」
及
び

「平
成
二

十

一
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
状
況
」
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
併
せ
て
、
ズ
「
後
も

『
共
助
』
の
精

神
で
活
動
し
て
い
け
る
体
制
を
構
築
し
て
い
た
だ
き

た
い
一
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
二
十

一
年
度
の
活
動
報
告
及
び

平
成
二
十
二
年
度
の
活
動
方
針

（案
）
に
つ
い
て
討

論
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
ｃ

（活
動
方
針
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
ブ
職
域
、
並
び
に
地
域
の
福
祉
や

環
境
整
備
を
中
心
に
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
推
進
し
、
併
せ
て
健
康
の
増
進

と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

（活
動
計
画
）

①
　
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

訪
問
活
動

。
介
護
施
設
等
の
訪
問

②
　
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

植
木
剪
定
等

。
日
常
生
活
の
支
援

③
　
介
護
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

介
護
施
設
な
ど
で
の
お
手
伝
い

①
　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

地
域
で
の
福
祉
活
動

松
山
市
の

「社
会
福
祉
協
議
会

・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

連
絡
協
議
会
」
行
事

へ
の
参
加
の
他
、
今
年
度
も
引

き
続
き
、
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
等
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
ヒ
し
て
い
ま
■
■
て
、
会
員
●
皆
さ

ま
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

☆
　
平
成
２２
年
度
介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内

♪

い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ

自
分
ら
し
く
輝
く
た
め
に

♪

テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
（株
）
四
国
支
店
で
は
、
（財
）

電
気
通
信
共
済
会
と
協
力
し
、
社
会
貢
献
事
業
の

一

環
と
し
て
、
平
成
２０
年
度
か
ら
毎
年
、
各
県
で

「介

護
予
防
教
室
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
．

こ
れ
ま
で
、
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま

か
ら
多
数
の
好
評
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
平
成

２２
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
愛
媛

・
香
川
で
の
開
催

を
２
回
に
増
や
し
、
合
計
６
回
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
．

今
年
度
の
介
護
予
防
教
室
は

『
い
つ
ま
で
も
イ
キ

イ
キ
自
分
ら
し
く
輝
く
た
め
に
〃
』
を
テ
ー

マ
に
７

月
２６
日
の
松
山
市
を
皮
切
り
に
、

１２
月
１０
日
の
徳
島

市
ま
で
四
国
四
県
で
開
催
し
ま
す

教
室
の
内
容
と
し
て
は

「介
護
概
要
」
「認
知
症

予
防
」
「イ
キ
イ
キ
満
足
習
慣
」
の
講
義
と

「転
倒

骨
折
予
防

・
貯
筋
体
操
」
を
行
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
役
に
立

つ
内
容
と
な

っ
て
お
り
、
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ぜ
ひ
受
講

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

参
加
の
申
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
に
は
、
詳

し
い
内
容
を
お
送
り
し
ま
す
。

皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
っ

≪愛松園で開催された第6回 総会の模様≫
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第 151号 四  国  電  友  会    平 成 22年 7月

県別 開 催  日 会 場 内 容

愛媛 I

平成 22年 7月 26日 (月 )

13:00-16:00

〔ニチイ学館松山校〕

松山市二番町 4‐ 4-6

松山センタービル 2号館 4F

【講義】

■介護概要

・介護予防・介護保険について

■認知症予防

。認知症予防について

。ウォーキング

■足もとから健康に

【実技】

■自分でできる『転任1予防体操』

■『転倒骨折予防』体操

■貯筋体操

*介護予防教材 。自宅で運動がで

きるセラバン ドを用意 してお りま

す ! !

香川 I

平成 22年 9月 3日 (金 )

13:00-16:00

〔ニチイ学館高松校〕

高松市寿町 2-4-20

高松センター ビル 10F

高知
平成 22年 10月 22日 (金 )

13:00-16:00

〔ニチイ学館高知校〕

品知市本町 2‐ 2‐ 34

明治安田生命 ビル 6F

二   ll
平成 22年 11月 12日 (金 )

13:00⌒ 1́6:00

〔ニチイ学館高松校〕

高松市寿町 2-4‐ 20

高松センタTビル 10F

愛媛 Ⅱ
平成 22年 11月 19日 (金 )

13:00´～16:00

〔ニチイ学館松山校〕

松山市二番町 4-4-6

松山センタービル 2号館 4F

徳 島
平成 22年 12月 10日 (金 )

13:00～ 16:00

〔ニチイ学館徳島校〕

徳島市人百屋町 3-26

大同生命徳島ビル 7F

【お申込み・お問い合わせ先】

◇ テルウェル西日本 (株)四国支店 厚生福祉・

福祉共済担当 :岡 田 (TEL)012

ビルサー ビス営業部

0-744-400
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△
ム 平 成 22年 7月

「 | 地球環境間議の取|り組み

今回 |ま「チャレンジ25Jの 具体的なアクションにつしヽて概要を紹介します。

可育ヒなものからチャレンジしてみて下さい。

鸞鰊颯ll颯核辣鶉秒

鶴轟篠畿Iを選就懇よう

鐵エネ性の饉れた難轟に買しヽ替えると、電気代も002排出量も大きな畿議舞難が爆ふ機構警
`

箪:‡二爾カーの鶴蔵により、CO箋 [臨璽、ガソリン代を大幅lt~押えることがで音奮す。難簿も、

=コ
ポイントや工議力…滅税などをとおして、書エネ製品への買い替えを呼びか:夕で彗議すき

お麟鶴:こも職 にもやさしい製品への鐵 に舞 レンジしてい■ましょう。

,世帯で1年懸で千kg以上C02を薦」減

1世警で1年蘭で箇～千を以上002を 畿滅

1世帯で1年間で数十kg程度002を資J減又は効果が一定でないもの

鑢鼈鰺①量は魏辣畿膠
颯然畿輔麟鏃鍮置轟轟ギ秦鑢瞼畿振畿醸

轟然エネルギーの鶴難|な溝馬|よ、未議機構壌奄響つてtヽく上で―必爾不琴欠で響ゃ

輔 は、自然翼寒1レギーを1書墜殺びオフィス:こ穫篠鋳囃こ奪入して怒島うため、蒸鰺蠅 凛よる

窯鷲電力を11(警鍋鑢たり総総務(機警籍)で震Lゝ黎拳するとと奄湊定し構した。エネルギー織

慇纏率を上:ずる凛とで、暉壌にやさしく、無罐案簿暉響窓被念づくり:こチヤレンジしてい護蓼しょうな

斌掛鍮 、無  世ヽ帯で1年間で千kg以上C02を 議減

載畿無   1世 帯で1年闇で百～千kg以上00,を肖J滅

舎      1世 議で1年簡で数十kg程度002を離減又{ま効果が一定でないもの

(臨典 :環境雀「チャレンジ25」 HP)

……… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… …… 」

吉い
=7議ンを雀

=ぶ
,イプに鷲い警えよ

つ

け景

曲熱電球を電鐵型蛍光灯やLED照 朝ヘ

買い警えよう

鉤

一摯轟警宙　一一一一一一
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「

¨ ~… ~¨ ~¨ ~¨
一

¨

―
…

一

¨

一

¨

一

¨

―
…

―

¨

T¨

~… ~…
一

¨

一

¨

一

¨

籍纂、リフオームのタイミング鱗、鋼やビル禽簿を
=遷

にする大磯なチヤンスですo議購鶴.

新たに機宅エコポイントを創驚ずて、購 の
=‐
議1額な菫緩してしヽ驚ます。篠審議 づヽくりを轟難寧

ことで、書エネだけでなく、策饉で綴濤鏡慧書し0轟艤機チヤレンジして毎ゝ童驚じ轟 ゛

最新の省エネ轟準を満たす断熱材や二

コガラスを取り入れよう。

録

太陽光発電を新しく設置しよう

☆☆翁

謝―ジェネレーシ磯ン設備などの最新技

術を取り入れよう

畿畿

☆☆
☆

☆
☆
☆

1世帯で1年鷲で千臨以上002を湖滅

1世帯で1年間で百～千kg以上C02を 削減

1世帯で1年間で数十kg程度C02を 削減又は効果が一定でないもの

二」lミ :::::・:=導導

奪暑二
=t二

:1■1=手義歌織な饉畿懇轟う

議様が、C02騨滅につなかる仕組みや商品難遷ぶことは、金畿‡ことつて総 醐 鸞命大驚態議赫`

になり驚す。政簿でも、皆様がカーポン・オフセツトや力…ボン`フツトプリツトや饉轟難選びや響

いよう構覇を鐘鏃していきます.1人 1人がこうし飩轟轟の選構をふかけることで、奪瞳震繭の

少ない社会づくリヘチャレンジしていきましよう,

カーボン'フットプリントやフード,マ イレー

ジの小さい食品を選択しよう

彙

1世帯で1年聞で千kg以上C02を 肖1減

1世帯で1年間で百～千kg以上C02を醸減

1世 帯で1年 間で数十kg程度002を 肖1減又は効果が一定でなしヽもの

・一，一̈
・」
一

|

(議 典 :環 難 「チヤレンジ26」 ゆ
 i

…………――̈一―̈―…―…………一―̈―¨̈」
L.._.._..
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（
高
知

）

遠
慮
な
く
隣
の
若
葉
垣
根
越
ゆ

葉
隠
れ
に
諄
え
コ
の
花
鈴
を
振
る

青
葉
ふ
く

一
雨
ご
と
に
深
緑

今
日
か
ら
は
矩
撻
を
塞
ぎ
広
く
な
り

四
方
の
山
笑
ひ
こ
ぼ
る
る
景
色
か
な

池
内
　
寿
子

音
立
て
て
土
佐
路
八
方
春
の
雨

手
に
残
る
母
の
乳
ぬ
く
し
春
の
闇

日
覚
め
つ
つ
夜
の
深
さ
や
菜
種
梅
雨

天
下
大
平
桶
の
浅
悧
の
長
き
脚

い
そ
い
そ
と
老
の
沈
め
る
菖
蒲
の
湯

安
村
　
　
淑

い
ち
は
や
く
夏
帽
被
り
似
合
う
人

路
地
話
遂
に
本
陰
に
し
ゃ
が
み
こ
み

花
山
に
田
植
祭
り
の
泥
男

枇
杷
を
採
る
鋏
の
長
柄
時
に
邪
魔

鯉
跳
ね
て
た
だ
た
み
破
ら
る
る

村
山
佐
佗
子

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

櫻
井
　
　
昇
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次
の
方

々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（故
人
の
お
名
前
）
　
　
　
　
（逝
去
年
月
日
）
　
　
（享
年
）
（生
前
居
住
地
）

4 4 3 65531 5  5  5 4 66666655544

2220 18 16 4  1 26 17 6 28 19

81 698285 81 75999091 8063

29 1331

897686

12 31 2730 15

82 7963 8379

25 19 1 24

85 888985
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前
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人
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浜
市
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方
町

松
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市

松
山
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町

高
松
市

高
松
市

高
松
市

小
松
島
市

阿
南
市

小
松
島
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石
井
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徳
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安
芸
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高
知
市
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井
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生
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町
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博
信

寺
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高
知
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四
万
十
市

安
芸
市

「
野
良
時
計

」
曽
我
　
純
司

（安
芸
市
）

安
芸
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ア
ン
テ
イ
ー
ク
の
時

計
台
、
明
治
二
十
年
頃
、
地
主
の
畠
中
源
馬
さ
ん
が

野
良
仕
事
を
す
る
人
々
の
た
め
に
、
分
銅
か
ら
歯
車

ま
で
、
す
べ
て
の
部
品
を
自
作
で
造
り
あ
げ
ま
し
た
。

以
来
、
百
二
十
年
に
わ
た

っ
て
時
を
刻
み
続
け
、

現
在
は
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
所

有
者
の
ご
協
力
を
得
て
動
か
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。折

か
ら
の
龍
馬
伝
ブ
ー
ム
、
近
く
に
は

「岩
崎
弥

太
郎
の
生
家
」
や

「上
居
廓
中

（安
芸
氏
の
城
郭
跡

と
そ
れ
を
囲
む
武
家
屋
敷
群
と

も
あ
り
、
連
日
、

観
光
客
で
賑
わ

っ
て
い
ま
す
。

私
も
観
光
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
頑
張

つ

て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
も
是
非

一
度
、
安
芸

市
に
お
越
し
下
さ
い
。
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友
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四
国
地
方
本
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松
山
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一
番
町
四

‐
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
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媛
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九
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九
二
六

‐
二
〇
二
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株
式
会
社
　
ド
ル
ッ
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餃繹躊玲晰瘍

シニ写蝙鰈鞣藝は[絋瞼饂心瘍屏鏃儡
～ 「振り込め詐欺」などの犯罪に巻き込まれないために ～

携帯電話は日常生活に身近な存在になり、多くの方にお使いいただいておりますが、一方では振り込め
詐欺などの深刻な社会問題なども発生しております。これらの間題を避|するために、様々なトラブルから
身を守るためのポイントをお伝えする『シ轟ア向けのケータイ安全数室』を開催しております。

―
_

V

★実施対象

★実施時間

★実施方法

★実施費用

★実施内容

ケータイ
安全数室

シエア向けケニタイ安全教室 概要

各自治体の福祉課、社会福祉協議会、各種高齢者福祉団体、
シニア向け地域コミュニティなどを介してお集まりいただ:する方々
50分程度

ドコモから各団体等に講師を派遣して授業を行う、講1師派遣型の
教室方式です
※機材等は弊社にて用意致しますが、会場 (電源含む)はお客様にてご用意願います。

無料

被害者 にならないため

・振り込め詐欺とは

・オレオレ詐欺

・還付金詐欺

・銀空請求詐欺

:こ ～跛屁懸麓鰊畿時

“トラブルに巻き込まれないための対策

・振り込め詐欺の被害にあわないために

(授業の様子)

身を守るために ～備えあれば憂いなし～

H災書の時には?～ 1モード災害用伝言板サービス～

・災書の時には?～緊急速報『エリアメール』

・料金にご注意ください～パケット編～

・料金にご注意ください～対策～

睾ケータイをなくしてしまつたら=彙 議

★お問合せ口申込み先★
N¬「ドコモ『ケータイ安全教室』事務局
・電誕: :0120-707-360(受 付時間i平 日10:00～ 17100)※土,日・祝日。年末年始除く
ヨFAX 10120-555-360
・E―mail :shikoku― k―tai―ahzenOnttdocomo.oom

■11:′ 111■ tlヽ資■‐、

`饉
●
=攀 =10■

1′ ■ |■1

憑I覇1悛



攀込先 護
「

AX磯 ○璃倉〇-35脩 90①

【饉人構穣の取り扱いについて

'お
申込み磯いた方の個人情報は、ケータイ安全教籠|こ付鶴したご違纏・ご集内ヽおよびケータイ安全数室に

おける品質向上のための分析のみに利用し、ご本人様の同意なく目釣外での利陽及び第驚書への提供はいたしません。

学校 '議体名

(フリガナ)

111■

`,こ

(フ リガサ)

所在蟻 〒

|■
'|

T==: FAX:

懸議 1苺

数室

●希豊する数筐饉チ菫ツク略をして下さい。        儒饉鶴鑢鶴安)

購 入彎纏              45分

理 應薦轟             60分

踵 爆譲警・数員編     .   50分

1濾 シェア編            50分

受講人数

回層ヽ学生 (    年生)

□中学生 (    年生)

日高校生 (    年生)

□特冦J支援学校

□保護者

□教員

ロシエア

□その他 (     2

倒

各

名

名

名

名

名

名
一

|=|=■■FII

第1希望  月   日(  罐爾) 〔  :  ～  :  〕

|:|■ 1=■

El数窒

El体奪館

Elその修

(              )

第2希望   層   自(  罐日) 〔 〕

第3希鰹   月   機(  3麗田) 〔 〕

必要機器

●ご爾麟類けるものをチェツク慾をして下さしヽ。

EIl‐ パ ソ ⊃ ン        (OS】 鞭ndonxP、      (メ モリ】 513MB以上を推霙、

くプ①ジェクターに接続できる機種)【アプリケーシ参ンソフト】 MicrOsoFt Off麟 PowerP● lnt

鋤ぉh Player(小 学生局教材鰻用の場合のみ)

DVD-80Mド ライツ藩議機種 (オ フシヨン映像震用の場合のみ)

ロ プCIlジ ェクター            EIl スク1ジ ーン

0 スピーカー (パソコンから音藤奪率力)_  翻 マイク・アンプ

■■
==■

アンケート

艤 11■ ■■1晨 11■ ||■ 1■ ■■  ■イ
'  

●|11■ |● |:|■ ● 11  1 ・ I.

||]:● |ヽ ■

③カルチャースクール ⑩介議施設
)

C本―ムベージ ②チラシ (D矮)

⑥絶校の縮介 ⑦社会福祉協議会

鐘 去に錦催   _

③教育委員会

③ボランテイア団体

`おお申込みから開催8議 自までの流れ

・お申込みから開催まで概ね1ケ戯を目安とレ

`立

まヽす。

織言擬催

*震細:こつt・
Lては、餞TTド コその本一ムが■ジをご確覇くだ雛 ヒ

◆お問し喩わせ NTTド Dモ「ケータイ安全教難 事務局

TEL:0120二707360 / FAXt 0120,555360
受付時間1午饒10:00～年後6:00 (土曜日'0罐 8・祝E3・ 年末年は 2010年 12月 29自～2011年 1月3穣 )を除く)
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F竃友会濾奎量の簿檬へのだ案内

セカンドライフにおいてはt「医療へ‐の備えJがますます重要 こ々なります。

「デンユーユー」は「電友会J会員の皆様にお役に立てる入院・手術・通院の医療保障です。

鶉

‐

■||1割合||■

1繭1鸞1鰊%

60歳畿隧鸞節の9参鼈魃

入鼈ず鶉って

知つて鋏饂けたかで
■年齢別入院受療率  

一
男性 … 女性

◎～59歳の

間に入院する

割合

約 10°/。

メ 晋 TTTTTTTT腫
藁 腫 斑 蒐 壺 騨 裏_贖 癒転 瑯 対鷹 意K)碑4  9 14 19 24 29 34 39 44 49 54 51

(お問しヽ合わせ先)‡画面も0120‐8501摯4

もしもの時に備えて大切な家族へ残しましよう。

自分自身に何かあらでも「轍」があれば家族も安心1

『轍」の内容

艤曲分史       金私の遺産       警私の思い出

警病気や終末蟻に備えて 鶴家族の思い銀。メッセージ 艤遺言 (購与欄 続税)

鬱私のセカンドライフ  機葬儀

(お聞い合|わ
―せ先)運頸理:101120・4壕 5476

た通 落 鍵 覇 Ь 鬱 ね
。
鬱ィ》ァ ジスト 鰊餞 錮ゾノ爾 爾 爾 機‡渾◎颯a艤懲‡鶴餃饉蝙鰊冬

LANO e3

傭恣翁畿魏磁‐辟診蜆鞣
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